
高野街道まつりでにぎわう
街道を、楠公さんをイメージ
した特製ダンボール甲冑で
練り歩きました。(16 ペー
ジに関連情報）

武
者
行
列

復
活

December 2018
No.1142
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要な催し
などの持ち物は主催者などに確認を▶先着順の申し込み
で時間の記載のないものは午前９時から受付▶申し込み・
問い合わせなどで住所・電話番号の記載がないものは市
役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午後５時
30 分、祝休日・年末年始を除く）
◉催しなどへの来場はできるだけ公共交通機関のご利用を。
◉紙面の音声版と点字版を発行しています。図書館で閲覧
するか、市ホームページをご覧ください。
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◉市の人口・世帯数 10月31日現在（カッコ内は前月比）

人口 男 女 世帯数

106,097(-46) 50,172(-19) 55,925(-27) 47,426(+17)

くろまろ塾の認定講座や催しはこのマーク
今後の予定など詳しくは市ホームページをご覧ください。

02 年末年始の業務案内

04 今月の焦点
平成29年度主要事業と決算報告

11 市政と関連情報  モックル生活ガイド
公表 11・22、子育て 12、パブリックコメン
ト 14、人権 14、障がい者 15、事業所 15、
教育・文化 18、保険・年金 18、税金 18、高
齢者 19、健康 20、暮らし 20、就労 24、フォ
ト 24・29、安全安心 24

12 市長コラム

16 フォトニュースかわちながの

19 シリーズ人権

21 奥河内ごちそうレシピ

25 情報プラザ
お知らせ 25、講演・講座 30、展示・催し 27、 
スポーツ 30、募集 30、相談 31

32 かわちながの 働ライフ❾

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

業務内容 年末 年始

死亡したペットの収集
環境衛生課（有料）

29 日㈯まで
※ 29 日は午前中

まで。
４日㈮から

死亡したペットの持ち込み
市営斎場（有料） 30 日㈰まで ３日㈭から

し
尿
く
み
取
り
（
環
境
衛
生
課
）

定期のくみ取り
28 日㈮まで ４日㈮から

※１月１日〜３日の収集地域は
　年末に実施。

臨時のくみ取り 28 日㈮まで ４日㈮から

※申し込みは希望日の午前 10 時までに環境衛生課へ。
※簡易水洗式トイレの水の出しすぎ、水漏れにご注意を。
※浄化槽の故障などは設置業者、管理業者に依頼を。

水
道
（
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
）

修繕業務

無休。ただし、なるべく 28 日
㈮正午までに連絡を。道路上な
どでの漏水は早急に水道料金セ
ンター（☎ 53-6621）へ。

引っ越しなどに伴う
開閉栓の届け出 28 日㈮まで ４日㈮から

業務内容 年末 年始

ご
み
収
集
（
環
境
衛
生
課
）
※
平
常
時
間
よ
り
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
え
る
ご
み

月・木収集 31日㈪まで ７日㈪から

火・金収集 28 日㈮まで ４日㈮から

水・土収集 29 日㈯まで ５日㈯から

◉もえないごみ・粗大ごみ
◉資源ごみ（ペットボ
トル、プラスチック製
容器包装、カン・ビン・
小型金属類、古紙・古布）

第１火曜日（１月 1 日）の収集
は 12 月 28 日㈮、第１水曜日（１
月２日）の収集は 12 月 29 日㈯、
第１木曜日（１月３日）の収集
は12月31日㈪に振り替えます。
※上記収集日以外の年末は通常
どおり収集します。

引っ越しなどに伴う
臨時ごみ（有料）

28 日㈮まで ４日㈮から
※ 申 し 込 み は 希 望 日 の ４ 日 前
（土・日・祝日・年末年始を除く）
までに環境衛生課へ。

水曜日
収集地区 26 日㈬まで ９日㈬から

木曜日
収集地区 27 日㈭まで 10 日㈭から

金曜日
収集地区 28 日㈮まで ４日㈮から

南河内環境事業組合
第２清掃工場への直
接持ち込み（有料）

28 日㈮まで ４日㈮から
※排出地を証明するもの（身分証明

書など）と印鑑を持って午前９時
30 分から午後４時 30 分までに。

衛生処理場・資源
選別作業所への陶
磁器製・ガラス製
食器の持ち込み

28 日㈮まで ４日㈮から
※衛生処理場は午前 10 時～正

午、資源選別作業所は午後１時
～３時まで。

◉年末年始の各業務の取り扱い

施設名 年末 年始

・市民交流センター　キックス
・図書館
・公民館
・ふるさと歴史学習館
・滝畑ふるさと
　文化財の森センター
・市民総合体育館
・岩湧の森 四季彩館
・林業総合センター 木

きん

根
こん

館
かん

・みのでホール
・市民公益活動支援センター
　るーぷらざ
・三日市市民ホール
・ノバティホール
・消費生活センター
・子ども・子育て総合センター
　あいっく
・子育て支援センターちよだだい
・保育所
・東部・中部・西部
　地域包括支援センター
・保健センター

28 日㈮
まで

4 日㈮
から

施設名 年末 年始
・あやたホール
・くすのかホール
・福祉センター錦渓苑

27 日㈭まで ５日㈯から

・障がい者福祉センター
　あかみね 27 日㈭まで ７日㈪から

・市立テニスコート
・市立グラウンド
・寺ケ池公園野球場
・武道館
・下里人工芝球技場

無休（施設利用の窓口申請
は年末は 28 日㈮まで、年
始は４日㈮から）

・健康支援センター
　ウェルネスフォレスト三日市 28 日㈮まで ５日㈯から

・ラブリーホール 29 日㈯まで ４日㈮から

・道の駅 奥河内くろまろの郷 30 日㈰まで ５日㈯から

※トイレと駐車場は使用できます▷あすかてくるでは６日㈰
から▷レストランは 11日㈮から（５日㈯・６日㈰は営業）▷１
日㈷午前 11時～午後３時はビジターセンター物販のみ営業。

・市営斎場 31日㈪まで ３日㈭から

◉各施設の年末年始開館日

ふれあい
収集

年
末
年
始
の
業
務
案
内

〜
市
役
所
本
庁
の
業
務
日
は
年
末
が
28
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
始
は
4
日
か
ら
～

市
役
所
本
庁
の
年
末
年
始
の
業
務
日
は
、
年
末
が
28
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
４
日
㈮
か
ら
で
す
。

ご
み
・
し
尿
、
水
道
な
ど
の
業
務
や
各
施
設
の
年
末
年
始
開
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

休
業
期
間
中
、
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
の
休
館
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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◉今月の焦点　平成29年度主要事業と決算報告

■
防
犯
・
安
全
対
策
の
強
化

　
　
（
３
２
７
４
万
5
千
円
）　

　
平
成
26
年
度
か
ら
５
か
年
の
計

画
で
、
市
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

は
１
１
７
自
治
会
か
ら
申
請
が
あ

り
、
２
１
７
２
灯
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
、
地
域
の
安
全
・

安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
街
頭
犯
罪
な
ど
を
防
ぐ

た
め
、
自
治
会
な
ど
が
新
た
に
設

置
し
た
32
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
通
知
し
通
話
内
容
を
自
動

録
音
す
る
装
置
２
０
０
台
を
、
市
民

に
無
償
で
貸
出
す
る
た
め
整
備
し
ま

し
た
。

■
災
害
用
資
機
材
の
整
備

　
　
　
　
　
（
３
５
万
２
千
円
）

　
大
規
模
災
害
時
の
通
信
環
境
を
整

え
る
た
め
、
避
難
所
で
特
設
公
衆
電

話
と
し
て
使
用
す
る
電
話
機
１
１
５

台
を
購
入
し
、
48
か
所
の
避
難
所
に

配
置
し
ま
し
た
。

■
生
活
支
援
体
制
整
備
の
推
進

　
　
　
　
（
９
６
７
万
8
千
円
）

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
高
齢
者
の
生
活
支
援
体
制
の
整

備
を
進
め
る
た
め
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
協
議
体
の

開
催
・
運
営
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
親
子
近
居
同
居
の
促
進

　
　
　
　
　
（
１
１
１
０
万
円
）

　
若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
者
数
の

増
加
と
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
支
え
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
内

に
親
世
帯
が
在
住
し
て
い
る
若
年
層

の
子
ど
も
世
帯
が
住
宅
を
取
得
し
、

親
世
帯
と
近
居
・
同
居
を
す
る
場
合
に

利
用
で
き
る
親
子
近
居
同
居
促
進
マ
イ

ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度
を
実
施
し
ま

し
た
。

新たな価値を創造するまち、「スマートシティ」の実現に向けて
「スマートライフ」「スマートツーリズム」「スマートガバメント」の
３つに分けて紹介します。

問い合わせ　政策企画課 

平成29年度主要事業

■
認
知
症
へ
の
支
援
の
充
実　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
８
７
８
万
円
）

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
初
期

段
階
か
ら
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め
の
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
（
お
れ
ん
じ
チ
ー
ム
）
を
構
築
し

ま
し
た
。

■
障
が
い
者
へ
の
生
活
支
援
体

制
の
構
築
（
３
８
８
万
９
千
円
）

　
富
田
林
市
、
大
阪
狭
山
市
と
と
も
に
、

支
援
拠
点
な
ど
に
、
障
が
い
者
生
活
支

■
救
急
体
制
の
強
化

　
　
（
４
１
９
０
万
４
千
円
）　

　
高
齢
化
に
よ
る
救
急
件
数
の
増

加
や
、
救
急
車
の
稼
働
時
間
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
車
１
台

を
追
加
す
る
と
と
も
に
職
員
を
増

員
し
、
救
急
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
障
が
い
者
の
地
域
で
の
暮
ら

し
を
支
え
る
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ

の
対
策（
１
６
６
万
９
千
円
）　　

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
感
染

者
増
加
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
な
ど
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
マ
ス
ク
な
ど
必
要
な
医
療

資
器
材
を
備
蓄
、
整
備
し
ま
し
た
。

■
地
域
介
護
予
防
活
動
の
支
援　

　
　
　
（
１
９
７
５
万
９
千
円
）

　
介
護
予
防
活
動
を
普
及
啓
発
す
る

た
め
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
専

門
員
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
「
元
気

ア
ッ
プ
教
室
」
や
、
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
体
操
の
つ
ど
い
を
支
援

す
る
「
元
気
ア
ッ
プ
プ
ラ
ス
教
室
」

「
元
気
ア
ッ
プ
プ
ラ
ス
フ
ォ
ロ
ー
教

室
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
自
治
会
活
動
の
活
性
化
支
援　

　
　
　
（
３
０
３
７
万
２
千
円
）

　
自
治
会
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、自
治
会
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、自

治
会
活
動
に
係
る
備
品
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
自
治
会
活
動
環
境

整
備
事
業
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、

70
団
体
、
82
件
へ
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
活
動
の
拠
点
で
あ
る

集
会
所
の
新
築
や
改
修
に
か
か
る
経

費
を
補
助
し
ま
し
た
。

■
健
康
遊
具
の
設
置

　
　
　
　
（
４
７
６
万
４
千
円
）

　
市
民
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、
日
常
生
活
で
気
軽
に

運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
赤
峰
市

民
広
場
の
周
回
コ
ー
ス
に
、
運
動
や

ス
ト
レ
ッ
チ
に
活
用
で
き
る
健
康
遊

具
を
設
置
し
ま
し
た
。

快適に暮らせるまち「スマートライフ」
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■
道
の
駅
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
の
充
実（
９
２
５
万
７
千
円
）

　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
を
道
の
駅

と
し
て
登
録
し
た
ほ
か
、
さ
ら
な
る

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
看
板

な
ど
の
周
辺
整
備
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ

ク
ル
の
充
実
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
改
訂
な
ど
自
転
車
関
連
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
周
辺
施
設
と
連
携
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

■
保
育
環
境
の
充
実

　
　
（
９
億
９
４
５
万
７
千
円
）　

　
共
働
き
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
待
機

児
童
対
策
と
し
て
、
施
設
の
更
新
の

際
に
定
員
を
増
加
す
る
民
間
保
育
所

を
補
助
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
の
、
幼
稚
園

と
保
育
園
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
た

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
進
め
ま

し
た
。

■
妊
娠
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　
　
　
　
（
３
１
３
万
８
千
円
）

　
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
渡
る
相
談
体
制
の
構
築
を

め
ざ
し
、
助
産
師
な
ど
に
よ
る
個
別

相
談
に
加
え
、
心
理
相
談
員
に
よ
る

相
談
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
妊
婦
の
健
康
管
理
を
充
実

し
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、双
子
以
上
を
妊
娠
し
た
場
合
、妊

婦
健
診
の
受
診
券
を
追
加
で
交
付
し

ま
し
た
。

■
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
充
実（
１
８
１
８
万
４
千
円
）

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
併
用
型
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
の
整
備
、
普
通
教
室
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
整
備
、
校
舎
内
の

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
学
校
施
設
・
設
備
の
改
修

（
２
億
５
５
６
４
万
４
千
円
）

　
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
充
実
を

め
ざ
し
て
、
老
朽
化
が
進
む
学
校

施
設
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
が
明
る
い
雰
囲

気
で
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
洋
式

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
床
の
清

潔
感
が
保
ち
や
す
い
乾
式
化
を
進

め
ま
し
た
。

■
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策

定
（
２
６
３
万
２
千
円
）

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員

と
し
て
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
Ｄ
Ｖ
防
止

法
の
基
本
計
画
お
よ
び
女
性
活
躍

推
進
法
の
推
進
計
画
を
ふ
ま
え
た

男
女
共
同
参
画
計
画
（
第
４
期
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

■
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
推
進

　
　
　
　
　
　
（
５
８
０
６
万
円
）

　
市
内
の
豊
富
な
歴
史
文
化
遺
産
の
保

存
・
活
用
を
進
め
る
た
め
、
文
化
財
保

存
活
用
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
や
府
、
市
指
定
の
文
化
財
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
所
有
者
と
協

力
し
て
適
切
な

保
存
と
活
用
を

進
め
ま
し
た
。

■
業
務
改
革
の
推
進

　
　
　
（
１
６
２
８
万
９
千
円
）

　
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
推
進
す

る
た
め
、
総
務
省
に
よ
る
業
務
改
革

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
を
受

け
、
庁
内
の
全
て
の
業
務
を
対
象
に
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
業
務
集
約
、広

域
連
携
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

■
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

　
　
　
　
　
　
（
７
０
２
万
円
）

　
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
に
お
い
て

も
便
利
で
快
適
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
す「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
策
定
に
向
け
、課
題
の
整
理
や
、居

住
及
び
都
市
機
能
を
誘
導
す
る
区
域

の
設
定
方
針
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

■
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

　
　
　
　
（
３
９
７
万
５
千
円
）

　

全
国
的
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る

空
家
問
題
に
つ
い
て
、「
空
き
家
等
対

策
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
空
家
等

所
有
者
お
よ
び
高
齢
者
世
帯
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実
態
調
査
や
、
自

治
会
な
ど
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

効率的で便利なまち「スマートガバメント」

■
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
観
光

事
業
の
推
進
（
30
万
円
）

　
大
阪
府
が
実
施
す
る
大
阪
ス
ト
ー
リ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
活
用
し
、「
楠

木
正
成
公
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
り
の

地
域
や
文
化
遺
産
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
営
農
者
へ
の
支
援（
57
万
９
千
円
）

　
市
内
農
業
の
振
興
と
農
業
者
の
所
得

向
上
を
目
指
し
、
生
産
か
ら
加
工
流
通

ま
で
手
掛
け
る
６
次
産
業
化
に
取
り
組

む
農
業
者
を
支
援
し
ま
し
た
。ま
た
、イ

チ
ジ
ク
の
産
地
化
に
む
け
た
苗
木
の
育

苗
お
よ
び
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

■
森
林
の
活
用
推
進

　
　
　
　
　
（
１
７
３
万
６
千
円
）

　
豊
か
な
森
林
の
活
用
と
地
元
木
材
の

利
用
促
進
を
目
指
し
、
生
活
に
木
材
製

品
を
採
り
入
れ
る「
木
の
あ
る
暮
ら
し
」

を
推
進
し
、
商
品
化
や
販
売
促
進
を
支

援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
に
対
し
て
、
森

林
へ
の
関
心
を
高
め
る
講
座
を
実
施
す

る
な
ど
、
林
業
関
係
者
や
市
民
と
の
連

携
を
進
め
ま
し
た
。

■
自
然
を
生
か
し
た
観
光
事
業

の
推
進
（
２
６
５
万
４
千
円
）

　
滝
畑
ダ
ム
を
活
用
し
た
観
光
振
興

の
推
進
と
本
市
が
進
め
る
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
、滝

畑
ダ
ム
右
岸
道
路
に
お
い
て
、
自
転

車
ゲ
ー
ト
設
置
な
ど
自
転
車
関
連
整

備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

観光で訪れるまち「スマートツーリズム」

■
観
光
振
興
計
画
の
策
定

　
　
（
１
４
９
万
１
千
円
）

　
豊
か
な
歴
史
・
文
化
遺
産
や

自
然
な
ど
の
本
市
の
魅
力
を
最

大
限
に
生
か
し
、
集
客
と
消
費

を
高
め
る
観
光
振
興
の
推
進
を

図
る
た
め
、
本
市
の
観
光
の
新

た
な
方
向
性
を
示
す
観
光
振
興

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
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◉今月の焦点　平成29年度主要事業と決算報告

貸付金

維持補修費

積立金

補助費等

繰出金

物件費

災害復旧事業

普通建設事業

公債費

人件費

扶助費

義務的
   経費
（57.6％）

  その他
経費

（38.1％）

投資的経費
（4.3％）

①人件費
59億4,577万6千円
（17.8％）

②扶助費
102億8,985万6千円
（30.7％）

⑥公債費
30億3,756万2千円
（9.1％）
⑦普通建設事業費
12億9,721万円（3.9％）

⑦災害復旧事業費
1億4,250万7千円
（0.4％）

③物件費
48億8,345万4千円

（14.6％）

④補助費等
31億529万3千円

（9.3％）

⑤繰出金
41億12万円
（12.2％）

③維持補修費
2億2,669万9千円（0.7％）

⑧積立金
3億7,843万8千円（1.1％）

④貸付金
6,389万8千円（0.2％）

歳出
（性質別）

歳出334億7,081万3千円

衛生費
30億2,401万7千円

（9.0％）

民生費
161億2,977万3千円
（48.2％）

総務費
34億454万円
（10.2％）　

土木費
25億964万1千円

（7.5％）
教育費

30億1,130万円
（9.0％）

消防費
12億1,172万3千円

（3.6％）

公債費
30億3,756万2千円

（9.1％）

農林業費
4億5,041万4千円

（1.3％）

議会費
3億320万7千円（0.9％）
商工費
2億2,908万円（0.7％）

労働費
1,704万9千円（0.1％）

災害復旧費
1億4,250万7千円（0.4％）

歳出
（目的別）

❶市税
121億5,584万9千円
（36.2％）

❻繰越金
7,895万9千円（0.2％）

❼諸収入など
6億6,053万9千円（2.0％）

❷使用料及び手数料
6億1,914万9千円
（1.8％）

❺繰入金 
1億2,751万1千円
（0.4％）

❸地方交付税
62億3,001万5千円
　          （18.6％）

❸国庫支出金
61億1,194万7千円
　         （18.2％）

❹市債
20億3,310万円
        （6.1％）

❸府支出金
27億3,412万9千円
　            （8.1％）

❸その他
24億1,437万8千円（7.1％）

自主
財源
（41.9％）依存

財源
（58.1％）

❷分担金及び負担金
4億2,469万8千円
(1.3％）

歳入

歳入335億9,027万4千円
平
成
29
年
度
の
決
算
が

市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た

実
質
的
な
収
支
は
３
７
６
１
万
６
千
円
で
、

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
的
な
支
出
が
経
常
的
な
収
入
に
対
し
て

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
表
す
指
標
を

「
経
常
収
支
比
率
」
と
い
い
、

前
年
度
か
ら
０・１
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、

99
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

府
内
都
市
平
均
97
・
１
％
を
１・９
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
す
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
な
ど
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
財
政
状
況
を

月
収
30
万
円
の
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
財
政
課

①食費 53,100 円
②医療費・教育費 91,900 円
③光熱水費・日用品・修理 45,600 円
④自治会などの会費 28,300 円
⑤子どもへの仕送り 36,600 円
⑥ローンの返済 27,100 円
⑦家の増改築 12,900 円
⑧貯金 3,400 円

298,900 円

①人件費
　職員の給料や議員報酬
②扶助費
　生活保護費や児童手当
　など福祉に使うお金
③物件費など
　物品・原材料購入費や
　修理代など
④補助費など
　各種団体に交付する
　補助金や貸付金
⑤繰出金
　特別会計に対して
　支払うお金
⑥公債費
　市債の元金や
　利子の支払金など
⑦普通建設事業費など
　道路や学校などの
　建設や改修など
⑧積立金
　貯金に積み立てるお金

貯金残高 1,020,700円
ローン残高 6,635,200円

❶給与収入 108,600 円
❷パート収入 9,300 円
❸親族からの援助 156,200 円
❹金融機関からの借入 18,200 円
❺貯金の取り崩し 1,100 円
❻前月からの繰越金 700 円
❼雑収入 5,900 円

ー ー

300,000 円

市税❶
市民税や固定資産税など　  
使用料、手数料など❷

施設使用料や　
住民票交付手数料など　

国庫・府支出金など❸
国や府から給付される　

お金など　
市債❹

金融機関などから　
借り入れたお金　

繰入金❺
貯金を取り崩したお金など　

繰越金❻
前年度から繰り越されたお金　

諸収入など❼
財産の売り払いや寄附金など　

－　 ＝1,100円

※家計簿内の番号は円グラフの番号と対比しており、同じ比率で家
計簿の数値を算出しています。

※貯金残高、ローン残高については、
年収360万円とした場合

平
成
29
年
度
の

決
算
報
告

余った
お金

Ａ

Ａ Ｂ

B

(単位:千円)
種　類 金　額 主な使い道
基　金 9,523,806

財政調整基金 2,339,306 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,198,364 一般建設事業

減債基金 404,949 借金の返済
その他特定目的基金 5,405,184 公共施設の維持改修など
水道事業基金 176,003 用地取得・施設整備など

市　債 61,611,069
臨時財政対策債等 19,437,285 財源不足への対応など
通常の建設地方債 12,434,131 建設事業や災害復旧など

水道事業債 4,678,128 建設改良事業費
下水道事業債 25,061,525 建設改良事業費など

※市民１人当たりの基金の額は 89,247 円、市債の額は
577,353円です（平成30年３月31日現在の人口:106,713)

■基金・市債の状況（平成29 年度末）

月収が
30万円の

家計簿に
例えると…
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◉今月の焦点　平成29年度主要事業と決算報告

(単位:千円)
会計名 歳　入 歳　出

特別会計 28,700,502 27,499,444
国民健康保険事業 16,051,855 15,198,555

土地取得 730,205 730,205
部落有財産 381 381
介護保険 9,968,131 9,676,791

後期高齢者医療 1,949,930 1,893,512

■特別会計の決算

(単位:千円)
会計名 収　入 支　出

水道事業会計
収益的収支 2,666,070 2,489,586
資本的収支 308,300 1,132,561

下水道事業会計
収益的収支 3,128,422 3,130,007
資本的収支 1,958,144 3,015,301

■公営企業会計の決算

資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などの補てん財源
で補てんしました。

内
訳

公共資産
道路、公園、学校など

1,374 億 9 千万円
（△14 億 8千万円）

投資など
基金、積立金、出資金など

66億6 千万円
（+1億 6千万円）

流動資産
現金・預金、未収金など

29億 6千万円
（+4千万円）

■資産
市が保有している土地や建物、
債務返済の財源などの総額

1,471 億1千万円
（△ 12億 8千万円）

■負債 367億 6千万円
（△ 5億 5 千万円）

将来の世代が負担する借入金（市債）
などで、返済が必要な債務の総額

■純資産 1,103億5千万円
（△ 7 億 3 千万円）

現在までの世代がすでに負担し、将来の世
代が返済する必要のない正味価値の総額

指　標 河内長野市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率※1 ー

（赤字なし） 12.42％ 20.00％

連結実質赤字比率※2 ー
（赤字なし） 17.42％ 30.00％

実質公債費比率※3 1.3％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率※4 ー
（将来負担なし） 350.0％ ー

※ 1 普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率　※2 すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※ 3 借金の返済額などの大きさから資金繰りの危険度をみる比率　※4 市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度
をみる比率　※5 企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

■健全化判断比率

平
成
30
年
度
上
半
期

財
政
事
情
の
公
表

今
後
の
財
政
展
望

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
予
算
の
執
行
状
況
と
、

９
月
30
日
現
在
の
基
金
・市
債
・
財
産（
土
地
・
建
物
）の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
財
政
課

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と

公
営
企
業
会
計
の
状
況

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
３

３
７
億
９
５
４
８
万
２
千
円
（
繰
越

予
算
を
含
む
）で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
３
億
６
０
６
３
万
６
千
円
を
増

額
補
正
し
、３
４
１
億
５
６
１
１
万
８

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
状
況
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。
市
民
１
人
当

た
り
の
市
税
負
担
額（
調
定
額
）
は

10
万
８
７
５
１
円
、１
世
帯
当
た
り

で
は
24
万
３
４
８
０
円
で
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
は
一
般
会
計

と
分
け
て
経
理
す
る
必
要
の
あ
る
５

つ
の
特
別
会
計
と
、公
営
企
業
と
し

て
水
道・下
水
道
事
業
会
計
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
執
行
状
況
は

表
２
・
表
３
の
と
お
り
で
す
。

■表４基金・市債の状況 ( 単位 : 千円 )
種   類 金   額 主な使い道
基  金 9,526,263

財政調整基金 2,339,306 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,198,364 一般建設事業

減債基金 404,949 借金の返済
その他特定目的基金 5,407,641 公共施設の維持改修など

水道事業基金 176,003 用地取得・施設整備など
市  債 59,478,304

臨時財政対策債等 18,838,172 財源不足への対応など
通常の建設地方債 11,698,939 建設事業や災害復旧など

水道事業債 4,537,254 建設改良事業費
下水道事業債 24,403,939 建設改良事業費など

※平成 30 年 9 月 30 日現在の人口は 106,143 人、世帯数は 47,409 世帯です。

■表２ 特別会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
歳　　入 歳　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
特別会計 26,596,487 10,156,164（38.2） 26,596,487 8,521,036 (32.0)

国民健康保険事業 13,984,762 4,630,422（33.1） 13,984,762 3,676,873 (26.3)
土地取得 121,744 35,259（29.0） 121,744 32,995 (27.1)

部落有財産 548 0 （0.0） 548 0 (0.0)
介護保険 10,523,261 4,718,035（44.8） 10,523,261 4,117,546(39.1)

後期高齢者医療 1,966,172 772,448（39.3） 1,966,172 693,622(35.3)

■表３公営企業会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
水道事業会計
収益的収支 2,590,418 1,247,090（48.1） 2,526,825 1,056,207(41.8)
資本的収支 352,028 48 （0.0） 990,893 276,632(27.9)

下水道事業会計
収益的収支 3,063,096 1,145,523（37.4） 3,133,676 1,398,608 (44.6)
資本的収支 1,911,004 25,351（1.3） 2,904,719 834,238(28.7)

■表１ 一般会計の執行状況
費　目 予算現額 収入済額（執行率）
歳  入 34,156,118 16,446,131（48.1）
市税 11,995,124 7,156,097（59.7）

地方交付税 5,959,160 4,456,566（74.8）
国庫支出金 5,909,571 2,583,522（43.7）
府支出金 2,792,706 329,913（11.8）

市債 2,616,600 0　（0.0）
使用料及び手数料 637,564 351,747（55.2）

繰入金 537,022 3,257 （0.6）
分担金及び負担金 379,773 151,531（39.9）

その他 3,328,598 1,413,498（42.5）

（単位 : 千円、%）
費   目 予算現額 支出済額（執行率）
歳  出 34,156,118 13,566,593（39.7）
民生費 15,630,548 6,680,168（42.7）
総務費 3,573,182 1,171,378（32.8）
教育費 3,289,737 1,296,432（39.4）
衛生費 3,113,328 1,053,369（33.8）
公債費 3,076,838 1,234,898（40.1）
土木費 2,640,974 1,035,037（39.2）
消防費 1,270,234 519,117（40.9）

災害復旧費 487,301 164,022（33.7）
その他 1,073,976 412,172（38.4）

　
今
後
、
高
齢
化
の
進
展
や
働
く
世
代
の

転
出
な
ど
に
と
も
な
い
、
市
税
の
減
収
が

予
想
さ
れ
る
一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
関

係
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
定
住
・
転
入
の
促
進
や
産

業
振
興
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
や
不
用

土
地
の
売
却
と
い
っ
た
歳
入
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
ま
た
歳
出
面
で
は
、
引
き
続
き

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

合計   1,471 億 1 千万円
（△ 12 億 8 千万円）

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
に
よ
る

財
務
書
類
を
作
成

■貸借対照表（バランスシート）
貸借対照表は、どのような資産を保有しているかと、その資産がどのような財源
で賄われているかを示した表です。※下記（）内は前年度比較。

（平成 30 年３月 31 日現在・一般会計）

合計   1,471億1千万円
（△ 12 億 8 千万円）

　
企
業
な
ど
が
用
い
る
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会

計
に
よ
る
財
務
書
類（
左
図
の
貸
借
対
照
表
な
ど
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
減
価

償
却
費
（
資
産
価
値
の
減
少
分
）
な
ど
、
従
来
で

は
見
え
に
く
か
っ
た
コ
ス
ト
も
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
財
政
の
透
明
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

公営企業会計 河内長野市 経営健全化基準

水道事業会計 ー
（資金不足なし）

20.0％
下水道事業会計 ー

（資金不足なし）

比率が生じない場合は「ー」で表示

■資金不足比率 ※5

基
金
・
市
債
・
財
産
の
状
況

　
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
、市
の
借

金
で
あ
る
市
債
の
状
況
は
表
４
の
と

お
り
で
す
。
市
民
１
人
当
た
り
の
基

金
の
額
は
８
万
９
７
４
９
円
、
市
債

の
額
は
56
万
３
６
０
円
で
す
。ま
た
、

市
の
財
産
は
、土
地
が
２
９
２
万
１

８
７
４
平
方
㍍
、建
物
が
26
万
３
０

０
０
平
方
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
な
ど
で
既
存
の

施
策
や
事
業
を
見
直
し
、
新
た
な
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
に
組
み
換
え
る

な
ど
、持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

市
の
発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

る
か
の
指
標
を
表
す
財
政
健
全
化
判
断
比

率
（
下
表
）
で
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

公表 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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子育て

子
育
て

も
し
か
し
た
ら
虐
待
？

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

　
あ
な
た
の
気
づ
き
と
連
絡
が
子

ど
も
の
命
を
救
い
ま
す
。
左
記
の

よ
う
な
子
ど
も
や
家
庭
を
見
か
け

た
ら
す
ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声

や
保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る
。

◎
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が

あ
る
。

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
み
ん
な
で
、
わ
ら
べ
歌
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

と
き　
12
月
20
日
㈭
、
１
月
17
日

㈭
▽
い
ず
れ
も
10
時
20
分
～
11
時

＝
１
歳
児
向
け
、
午
前
11
時
20
分

～
正
午
＝
２
歳
児
向
け

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
１
月
19
日
㈯
午
前
９
時
50

分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
お
話

と
、
助
産
師
に
よ
る
腰
痛
予
防
の

た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ラ
ッ
ク

ス
方
法

定
員　
18
組
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
可

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

◎
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ

て
い
る
。

◎
元
気
が
な
く
表
情
が
暗
い
。

◎
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た

ま
ま
外
出
し
て
い
る
。

◎
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
、
不
自

然
な
時
間
に
外
に
い
る
。

※
連
絡
を
受
け
た
市
役
所
ま
た
は

富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で

は
、
通
報
の
情
報
を
元
に
子
ど
も

の
安
全
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
子
ど
も
の
保
護
や
保
護
者
へ

の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
▽
あ
な

た
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
２
歳
６
か
月
～
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
12
月
20
日
㈭
、
１
月
17
日

㈭
▽
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

申
込　
各
月
の
５
日
か
ら
同
館
へ

�
三
日
市
公
民
館

（
☎
62
・
６
１
５
５
）

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　
12
月
15
日
㈯
午
後
３
時
～

3
時
30
分

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

■
２
～
３
歳
児
と
保
護
者
対
象

と
き　
12
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
午

後
２
時
30
分
～
（
15
分
程
度
）

電
話　
子
ど
も
子
育
て
課
ま
た
は

富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
☎
25
・
２
２
６
３
▽
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
45
分
）、
夜
間
休
日

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
７
２
・
２

９
５
・
８
７
３
７
）、
児
童
相
談
所

全
国
共
通
３
ケ
タ
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

１
８
９
）

�
子
ど
も
子
育
て
課

「
平
成
32
年
度
市
立
三
日
市
幼

稚
園
入
園
児
募
集
停
止
に
つ
い

て
」
の
訂
正

　
本
紙
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
標
記
の
記
事
の
中
で
、
平
成

32
年
度
か
ら
園
児
募
集
を
停
止
す

る
旨
、
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
園
児
の
減
少
に
と
も

な
い
、
現
在
、
市
立
三
日
市
幼
稚

園
の
存
続
ま
た
は
廃
止
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
平
成
32
年
度
か
ら
の

園
児
募
集
の
停
止
に
つ
い
て
も
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
31
年
度
に
つ
い
て

は
、
通
常
ど
お
り
入
園
児
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

■
４
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
対
象

と
き　
12
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
午

後
３
時
30
分
～
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

■
小
学
生
対
象

と
き　
12
月
１
日
㈯
・
22
日
㈯
午

前
11
時
～
（
30
分
程
度
）、
12
月
15

日
㈯
午
後
２
時
～
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
図
書
館
へ

▽
12
月
22
日
は
保
護
者
も
入
場
可
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

ち
び
っ
こ
ケ
ア
ル
ー
ム
の

ご
利
用
を

　
ち
び
っ
こ
ケ
ア
ル
ー
ム
（
喜
多

町
１
８
９
番
地
の
１
）
は
、
病
気

の
治
療
中
で
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
家
庭
で
育
児
を
行
う
こ
と

が
困
難
な
児
童
を
お
預
か
り
す
る

病
児
保
育
施
設
で
す
。

対
象　
生
後
２
か
月
～
小
学
６
年

生利
用
可
能
病
種　
気
管
支
炎
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
で
入
院
の
必

要
が
な
い
も
の
（
結
核
や
麻
疹
な

ど
空
気
感
染
を
起
こ
す
感
染
症
は

利
用
不
可
）

開
所
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
午

後
６
時
30
分

費
用　
１
日
２
５
０
０
円
▽
飲
食

費
は
１
日
４
０
０
円

※
利
用
に
は
医
師
の
意
見
書
が
必

要
▽
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
無
料
。

※
病
状
に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
ち
び
っ
こ
ケ
ア
ル
ー
ム

（
☎
62
・
４
９
７
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

■
医
師
事
務
作
業
補
助
者
事
務
能

力
認
定

と
き　
１
月
19
日
～
３
月
９
日
の

毎
週
土
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
▽
８
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
25
人
（
抽
選
）

教
材
費　
８
０
０
０
円

■
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
日
商
Ｐ
Ｃ
検

定
３
級
エ
ク
セ
ル
）

と
き　
１
月
19
日
～
３
月
２
日
の

毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
19
日
は
９
時
30
分
か
ら
）

▽
７
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人
（
抽
選
）

教
材
費　
５
０
０
０
円

申
込　
い
ず
れ
も
往
復
は
が
き
で

12
月
19
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
左
記
セ
ン
タ
ー
（
〒
540
―
０

０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５
の

４
の
13
）
へ
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・
６
７
６
２
・

９
９
９
５
）

再
就
職
訓
練
受
講
生
を
募
集

（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
優
先
枠
付
）

■
①
パ
ソ
コ
ン
事
務+

Ｗ
ｅ
ｂ
科
、

②
経
理
事
務
科

と
き　
３
月
１
日
㈮
か
ら
①
は
５
月

31
日
㈮
、
②
は
６
月
28
日
㈮
ま
で

と
こ
ろ　
①
職
業
訓
練
の
ア
ッ
プ

な
ん
ば
校
（
大
阪
市
中
央
区
）、
②

Ｓ
Ｂ
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
梅
田
校

（
大
阪
市
北
区
）

定
員　
各
30
人
（
選
考
▽
優
先
枠

５
人
）

教
材
費　
各
１
万
円

試
験　
１
月
28
日
㈪
に
筆
記
試
験

と
個
別
面
接
を
実
施

申
込　
12
月
20
日
～
１
月
11
日
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※
優
先
枠
の
申
込
資
格
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
府
人
材
育
成
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
３
１
）

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したり
する場所です。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と12月3日㈪・10日㈪・
17 日㈪午前 10 時～午後３時 30 分▷ 12
月 10 日㈪＝「ゆうみ先生と音楽を楽し
もう！」（午前 11時 30 分～）、21日㈮＝

「みんなでストレッチ体操！」（午前 11時
～）▷ 12 月 28 日～１月３日は休み

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日、12 月 24 日㉁午前 10 時
～午後３時▷ 12 月19 日㈬＝「クリスマス飾り
を作ろう」（正午まで▷参加費無料▷予約不要）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 12 月 12 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 12 月 21 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 12 月 26 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

　
府
内
33
市
（
９
町
１
村
を
除

く
）
の
中
で
、
少
子
化
と
高
齢

化
が
最
も
進
ん
で
い
る
本
市
。

　
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
市
内

で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
多
く

が
親
元
を
巣
立
ち
、
市
外
に
生

活
の
場
を
求
め
る
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
若
い

世
代
に
こ
こ
で
暮
ら
し
続
け
て

も
ら
う
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の

子
育
て
支
援
が
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
も
子
を
持
つ
親
で
す
が
、

子
育
て
は
十
人
十
色
で
、
甘
や

か
し
す
ぎ
た
り
、
厳
し
す
ぎ
た

り
、
そ
れ
を
地
域
の
子
育
て
経

験
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、

似
た
状
況
の
同
世
代
と
相
談
で

き
れ
ば
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
と
き

に
は
、
余
計
な
お
せ
っ
か
い
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
核
家
族
が
多
い
中

で
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
い
う
の
は
、
昨
今
、
児
童

虐
待
が
社
会
問
題
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。育
児
ス
ト
レ
ス
、経

済
的
な
不
安
、
病
気
や
障
が
い
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
自
身
が
受
け

た
虐
待
経
験
な
ど
、
家
庭
内
の

様
々
な
要
因
が
児
童
虐
待
に
つ

な
が
り
ま
す
。
親
が
虐
待
を
認

識
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、そ

れ
に
気
づ
き
、
改
善
で
き
る
の

は
周
り
の
人
で
す
。

　
本
市
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に

育
児
相
談
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
あ

い
っ
く
に
、
家
庭
児
童
相
談
室

を
設
け
て
い
ま
す
。
子
育
て
は

大
変
で
す
が
、
親
に
と
っ
て
も

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
つ
ら
い

も
の
で
は
な
く
、
楽
し
む
も
の

に
し
た
い
で
す
ね
。

河
内
長
野
市
長
　
島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

子
育
て
は
親
育
ち

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

■
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　
実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　
12
月

11
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

■
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」

　
う
た
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　
12
月
25
日
㈫
午
前
11
時

～
正
午　
▼
当
日
直
接
会
場
へ

❶
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
28
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　
　

▼
と
き　
12
月
17
日
㈪
午
前
10
時

30
分
～
正
午

❷
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま
て
交
流
会

　
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
楽
し
い

ふ
れ
あ
い
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
28
年

４
月
２
日
～
平
成
29
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　
12
月
20
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
正
午

❸
親
子
の
絆
作
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
来
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
育
児
の
話
や
情
報
交
換
、
仲
間

作
り
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
30
年

８
月
17
日
～
11
月
17
日
生
ま
れ
の

第
１
子
と
そ
の
保
護
者　
▼
と
き　

１
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
・
31
日
㈭
、

２
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～
３
時

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

❶
～
❸
の
申
込　
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
親
子
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

子
の
生
年
月
日
、
性
別
、
第
何
子

か
、
住
所
、
電
話
番
号
、
子
育
て

で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名
を
記

入
し
て
12
月
９
日
（
必
着
）
ま
で

に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０
１
５

本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
11
月
30
日
か
ら
）

※
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
参
照
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、�
50
・
４
６
６
５
）

人
権

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

　

平
成
30
年
は
世
界
人
権
宣
言
が

国
連
で
採
択
さ
れ
て
70
年
の
節
目

で
す
。
21
世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
思
い
起

こ
し
、
み
な
さ
ん
も
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
市
役
所
で
は
「
人
権
週
間
」
に

あ
わ
せ
て
12
月
10
日
ま
で
啓
発
展

示
を
行
い
ま
す
。

�
人
権
推
進
課

12
月
10
日
～
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
拉
致
問
題
は
日
本
国
民
の
生
命

と
安
全
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題

で
す
。
こ
の
問
題
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
国
民
的
取
り
組
み
と

し
て
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
拉
致
問
題
啓
発
映
画「
め
ぐ
み
」

上
映
会

と
き　
12
月
16
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大

阪
市
中
央
区
）

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
人
権
推
進
課
ま
た
は
大
阪
市
人

権
企
画
課
（
☎
06
・
６
２
０
８
・

７
６
１
９
）

障
が
い
者

精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解
を

深
め
よ
う

①
精
神
障
が
い
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
受
講
者
募
集

　
精
神
障
が
い
に
つ
い
て
学
び
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
せ

ん
か
。

と
き　
１
月
26
日
㈯
、
２
月
１
日

㈮
・
27
日
㈬
、
３
月
は
未
定
（
４

回
シ
リ
ー
ズ
）

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）
な
ど

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
時
間
や
と
こ
ろ
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
を
。

②
み
ん
な
の
輪
フ
ェ
ス
タ
杯

　
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
や
、
プ
ロ

棋
士
と
の
対
局
を
し
ま
す
。

と
き　
２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
い

ず
れ
も
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
プ
ロ
棋
士
と
の
対
局
は
20

人
（
先
着
順
）

①
②
の
申
込　
12
月
５
日
～
１
月

31
日
に
左
記
へ

�
社
会
福
祉
法
人
つ
ば
さ
の
会
こ

こ
ろ
ッ
と
（
☎
53
・
４
０
８
６
）

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

対
象　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
府
内

の
学
校
を
卒
業
ま
た
は
在
学
し
た

聴
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族

と
き　
１
月
13
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）

申
込　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ
ク
ス
番

号
を
記
入
）
で
左
記
事
務
局
へ
▽

当
日
参
加
も
可

�
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局

（
☎
06
・
６
７
６
１
・
１
３
９
４
、

�
06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｓ
ｕ
ｎ
利
用
児
童
を
募
集

　
自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
な
ど
の
発
達
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
た
療
育
と
、

保
護
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
２
年
生

ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▽

１
年
間
継
続
し
て
保
護
者
同
伴
で

同
セ
ン
タ
ー
ま
で
通
所
で
き
る
人

と
こ
ろ　
富
田
林
市
市
民
会
館
レ

イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
富
田
林
市
粟

ケ
池
町
２
９
６
９
番
地
の
５
）

申
込　
12
月
17
日
～
１
月
31
日
に

同
セ
ン
タ
ー
へ

定
員　
64
人

※
説
明
会
を
12
月
17
㈪
午
前
、１
月

21
日
㈪
午
後
に
開
催
し
ま
す
（
要

申
込
）。

�
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ

ｕ
ｎ
（
☎
26
・
７
３
３
１
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

活
躍

　
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
選
手

が
活
躍
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
選
手
】▼
陸
上=

北き
た

谷だ
に

宏ひ
ろ

人と

（
１

０
０
㍍
２
位
、走
り
幅
跳
び
３
位
）

▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
＝
金か

ね

子こ

卓た
く

哉や

（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
位
▽
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
３
位
）
▼
卓
球
＝
中な

か

野の

則の
り

行ゆ
き

（
１
位
）

�
障
が
い
福
祉
課

事
業
所

平
成
31・32
年
度
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
追
加
受
付

　
市
と
上
下
水
道
事
業
で
は
、「
建

設
工
事
」「
物
品
購
入
・
管
理
業
務

等
」「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」

の
一
般
お
よ
び
指
名
競
争
入
札
の

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
（
業

者
登
録
受
付
）
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

業
務
内
容　
右
表
の
と
お
り

審
査
申
請
受
付　
必
要
事
項
を
記

入
し
て
１
月
９
日
～
18
日
に
一
般

書
留
郵
便
か
簡
易
書
留
郵
便
（
当

日
消
印
有
効
）
で
同
課
へ
（
持
参

不
可
）

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�
契
約
検
査
課

平
成
31
年
度
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
申
請
を
受
付

申
請
受
付　
１
月
15
日
㈫
～
21
日

㈪
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
（
郵

送
不
可
）

※
申
請
用
紙
の
配
布
は
12
月
17
日

～
21
日
と
１
月
７
日
～
11
日
▽
時

間
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
。

�
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
６
４
１
１
）

ま
ち
な
か
ク
ー
ポ
ン

協
賛
店
舗
募
集

　
平
成
30
年
度
か
ら
3
年
間
の
社

会
実
験
と
し
て
75
歳
以
上
の
高
齢

者
に「
タ
ク
シ
ー
等
利
用
助
成
券
」

を
配
布
す
る
事
業
に
あ
わ
せ
て
、

外
出
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的

に
同
時
配
布
す
る
「
ま
ち
な
か
ク

ー
ポ
ン
」
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
に
来

年
度
協
賛
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募

集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
都
市
創
生
課

子育て 市政と関連情報 モックル生活ガイド

業　種 内　容

建設工事 土木、建築、舗装、配給水管、解体など
の建設工事

物品購入・
管理業務等

事務用品、電化製品、車両、燃料、日用品、
食料品、衣料などの販売、印刷、建物管理、
機械類保守、各種計量などの業務、リー
スなど

建設コンサル
タント等

建設コンサルタント、建築設計、測量、
補償コンサルタント業務など

事業所障がい者人 権パブリックコメント

❶空家等対策計画（素案）
　市内の空家等に対する施策を体系的にまとめ、空家等の
予防・保全、適正管理の促進等を効果的に実施するために
策定する「河内長野市空家等対策計画」についてのご意見
を募集します。
❷立地適正化計画（素案）
　総合計画で示す「集約連携都市」の実現を目指すために
策定する「河内長野市立地適正化計画」についてのご意見
を募集します。
応募方法　所定の意見提出用紙で12月３日～１月15日（当日
消印有効）に都市創生課へ▷市ホームページからも意見入力可
※素案と意見提出用紙は、情報センター、キックス、ラブリ
ーホール、各公民館、あやたホール、くすのかホール、みの
でホールなどの主な公共施設に備えています（結果公表も同
施設および市ホームページで行います）▷市ホームページか
ら閲覧することもできます▷意見に対する個別対応はしません。
■立地適正化計画（素案）に対する公聴会の開催
とき　１月８日㈫午後２時～
※公述申出がない場合は中止します。
ところ　市役所
申込　12月3日～28日に公述希望者は公述申出書、傍聴希
望者は傍聴申出書（ともに指定様式▷市ホームページから
ダウンロード可）を郵送（いずれも１月４日必着）▷メー
ルまたはファクス、直接持参も可
�都市創生課

パブリックコメント
～あなたのご意見を募集します～

パブリックコメント

▲まちなかクーポン
イメージ
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　10 月 28 日、秋晴れの下、河内長野駅から三日
市町駅にかけて高野街道まつりが開催され、スタン
プラリーやフリーマーケット、日野地区獅子舞など
多彩なイベントが行われました。また、併せて楠公
ツーリズム推進協議会による「楠公ダンボール武者
行列」も街道を練り歩き花を添えました。行列を先
導した観心寺の永島住職は「シニアだけではなく
子どもたちにも楠公さんの魅力を知って
ほしい」と力説していました。　福井県で開催された第73回国民体育大会で活躍した

市内在住・在学の選手が11月13日に市役所を訪れ、島
田市長と懇談し、自身の戦績などを報告しました。市長は
選手の健闘をたたえ、今後の活躍にエールを送りました。
■出場選手（入賞者※８位以内のみ記載▷敬称略 )
なぎなた = 金

か な

岡
お か

智
さ と

子
こ

（成年女子試合優勝）、清
し

水
み ず

愛
あ い

莉
り

（少
年女子演技５位・少年女子試合２位）、山

や ま

村
む ら

碧
みどり

（少年女
子試合２位）、辻

つ じ

恵
え

里
り

那
な

（少年女子試合２位）
水泳 = 簑

み の

田
だ

佳
か

奈
な

（成年女子 4×100 ｍメドレーリレー７
位）、簑

み の

田
だ

圭
け い

太
た

（少年男子A　4×200ｍフリーリレー２位）
ウエイトリフティング = 安

あ ん

藤
ど う

徹
て つ

郎
ろ う

（少年男子 56kg 級ス
ナッチ６位・少年男子 56kg 級クリーン＆ジャーク６位・
少年男子 56kg 級トータル６位

　11 月３日～ 5 日、天野山金剛寺で国宝「日月四
季山水図屏風」の特別公開が行われました。この屏
風は室町時代の作品として四季の風景に日輪と月が
混在する装飾的な画法が独創的であることが高く評
価され、今年 10 月、重要文化財から国宝に昇格し
たものです。国宝に指定されてから初めての公開で、
市内外はもちろん海外からも多くの人が来訪し、文
化芸術の秋を堪能していました。

❶スタンプラリーにさあ出発　❷三日市幼稚園では園児が育てた野菜を販売　❸登録文化財の八木邸も見学できました　❹子ども
フリーマーケット　❺ダンボール甲冑を組み立て自由に装飾　❻「やあやあ我こそは！」と自慢の甲冑をアピール

身近な観光スポットで
高野街道まつり＆楠公武者行列

❷

❸ ❶

活躍した選手らが市長と懇談
国体選手表敬訪問

Photo new
s kaw

achinagano

電車をまるごと体験しよう
南海電車まつり

❶子どもたちの力で電車をひっぱって動かしました　❷電車
の吊り下げ実演を見学　❸電車のドアの開閉を体験

上段左から蓑田圭太さん、蓑田佳奈さん、下段左から山村さん、
清水さん、辻さん

◀南海電鉄キャラクター
　ラピートくん

日月四季山水図屏風が国宝に 
天野山金剛寺特別公開

熱血！力をあわせて
J C 杯ドッジボール大会

　10月28日、市民総合体育館で河内長野青年会議所
によるJC 杯小学生ドッジボール大会が開催されまし
た。通算 13 回目となる今年は小学生 24 チームが参
加し、予選リーグと決勝トーナメント（低学年は決勝の
み）で熱戦を繰りひろげました。高学年は「天1号」、
低学年は「tiptop」がそれぞれ優勝しました。主催し
た河内長野青年会議所の讃岐理事長は「スポーツを
通じて子どもたちの交流になれば」と語っていました。

　10 月 27 日、南海電鉄千代田工場で南海電車まつ
りが開催され、車両吊り下げ実演や車両との綱引き

体験、ドアの開閉体験などが行われました。
ラピートの車内見学や普段見ることの

できない工場見学なども催され、子
どもから大人まで多くの人で賑わ
いました。ステージではふるさと

納税をPR するモックルなど、関連
キャラクターたちによるコーナー
もあり、会場は大いに盛り上がり

ました。

❺

❻

❹

まちの話題をお届けします

❶

❷❸
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教
育
・
文
化

就
学
援
助（
小
学
校
入
学
準
備
金
）

の
早
期
支
給

■
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
催
し

■
ゆ
ず
湯

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
、
母

子
家
庭
の
母
・
子
▽
初
め
て
利
用
す

る
人
は
、保
険
証
、免
許
証
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
が
必
要

と
き　
12
月
22
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
、

学
す
る
予
定
で
平
成
30
年
12
月
31

日
時
点
で
市
内
に
在
住
す
る
児
童

の
保
護
者
の
う
ち
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
平
成
29
年
度
ま
た
は
平
成
30
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
人

（
現
在
、生
活
保
護
法
の
適
用
に
よ

り
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は

あ
や
た
ホ
ー
ル
、く
す
の
か
ホ
ー
ル

入
浴
料　
１
０
０
円

■
新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会

対
象　
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
資
格

が
あ
り
プ
ロ
で
な
い
人

と
き　
１
月
29
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　
囲
碁
48
人
、将
棋
32
人
（
先

着
順
）

申
込　
12
月
11
日
～
１
月
11
日
に

利
用
証
を
持
っ
て
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
29
年
度
ま
た
は
平
成
30
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割

の
み
課
税
の
人
（
譲
渡
所
得
な
ど

の
損
益
通
算
に
よ
る
場
合
は
除

く
）

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
人

申
請　
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
不

可
）
と
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
通

帳
な
ど
を
持
っ
て
12
月
10
日
～
１

月
18
日
に
教
育
総
務
課
へ

援
助
費　

４
万
６
０
０
円
程
度

（
３
月
上
旬
支
給
予
定
）

※
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
を
。

�
教
育
総
務
課

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
・
大
学
な
ど
の
入
学
時
や

在
学
中
の
費
用
を
支
援
す
る
公
的

融
資
制
度
で
す
。

融
資
限
度
額　
子
ど
も
一
人
に
つ

き
３
５
０
万
円

利
率　
年
１
・
７
８
％
（
平
成
30

年
12
月
１
日
現
在
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
）

保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　
12
月
16
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出

や
保
険
料
の
納
付
、
納
付
相
談
な

ど※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
を
。

�
保
険
年
金
課

年
金
相
談

　
日
本
年
金
機
構
が
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
た
だ
し
、
正
確
な
支
給
予
定

額
な
ど
は
計
算
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　
12
月
11
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
▽
３
月
12
日
㈫
も
実
施
予
定

と
こ
ろ　
市
役
所

持
ち
物　
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、

年
金
定
期
便
、
職
歴
の
分
か
る
書

類
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
保
険
年
金
課

税
金

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
４
期
分
の
納
付
を

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、12

月
28
日
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
や
郵
便
局
、
夜
間
・
休
日
も
取

り
扱
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
納
付
額
30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
安
心
・
簡
単
・

確
実
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

�
税
務
課

税
金
は
滞
納
せ
ず

正
し
く
納
め
ま
し
ょ
う

■
税
収
確
保
重
点
月
間

　
府
で
は
12
月
を
税
収
確
保
重
点

月
間
と
定
め
、
市
町
村
と
連
携
し
、

滞
納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
催
告

や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行

い
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
た
人
と

の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

�
府
南
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

高齢者教育・文化 税 金保険・年金

■最優秀賞に川上小の土居さん
　今年の青少年健全育成標語

（応募総数3,367点）の最優秀賞
に、土

ど

居
い

このはさん（川上小４
年）の作品「みんなの手　つな
げば心　まるくなる」が選ばれ
ました。その他の受賞者は、次
のとおりです（敬称略）。

【優秀賞】
太
お お

田
た

葵
あおい

（楠小２年）、迫
さ こ

園
ぞ の

琉
りゅう

吾
ご

（加賀田小３年）、小
ご

林
ばやし

楓
ふ

優
う

亜
あ

（南花台小３年）、益
ま す

田
だ

結
ゆ

衣
い

（長
野小５年）、畑

は た

中
な か

十
と

彩
あ

（美加の台
小６年）、道

み ち

端
ば た

一
か ず

輝
き

（天野小６
年）

【佳作】
彼
か な

塚
つ か

理
み ち

大
ひ ろ

（美加の台小３年）、土
ど

井
い

風
ふ う

祈
き

（天見小４年）、籔
や ぶ

本
も と

光
み つ

輝
き

（高向小４年）、平
ひ ら

岡
お か

実
み

菜
な

（加賀
田小５年）、田

た

中
な か

志
し

歩
ほ

（三日市小
５年）、作

さ く

山
や ま

さくら（楠小５年）、
中
な か

村
む ら

莉
り

亜
あ

（長野小６年）、伊
い

藤
と う

ほ
ずみ（小山田小６年）、西

に し

岡
お か

優
ゆ う

（加賀田小６年）、浦
う ら

妃
ひ い

夏
な

（千代
田小６年）、塚

つ か

原
は ら

裕
ゆ う

樹
き

（美加の台
中２年）、田

た

村
む ら

幸
こ う

樹
き

（南花台中２
年）、古

ふ る

川
か わ

純
す み

花
か

（南花台中３年）、
細
ほ そ

田
だ

真
ま

那
な

也
や

（西中３年）
�青少年健全育成協議会事務局

（青少年センター内、☎54-0005）

青少年健全育成標語

KAORU KUSUNOKI

楠木 薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

シ
リ
ー
ズ
人
権
連
載

　
今
年
10
月
、本ほ

ん

庶じ
ょ

佑た
す
く 

京
都
大

学
特
別
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
免
疫
の
働
き
を
低
下
さ
せ

る
分
子
の
発
見
に
よ
り
、
が
ん

治
療
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
庶
教
授
は
子
ど
も
時
代
に

野
口
英
世
の
伝
記
を
読
ん
で
感

銘
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
も
多
く
の
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
、
医
師
と
な

り
研
究
を
続
け
ま
し
た
。
科
学

は
多
数
決
で
は
な
く
、
既
存
の

概
念
を
壊
す
少
数
派
の
中
か
ら

新
し
い
成
果
が
生
ま
れ
る
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
知
り
た
い
と

い
う
好
奇
心
」
と
「
簡
単
に

信
じ
な
い
こ
と
」。こ
の
研
究

が
進
み
、
が
ん
の
制
圧
も
近

い
う
ち
に
や
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
ま
す
。

　
一
方
、
毛
細
血
管
や
臓
器
、

皮
膚
や
関
節
、
じ
ん
帯
な
ど

の
再
生
の
た
め
の
技
術
も
飛

躍
的
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。そ

の
ひ
と
つ
に
細
胞
と
栄
養
素

の
液
体
混
合
物
を
プ
リ
ン
タ

ー
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
入
れ
、

患
者
の
医
学
的
な
ス
キ
ャ
ン

画
像
を
用
い
て
構
造
を
形
成

す
る
３
Ｄ
バ
イ
オ
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
技
術
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
既
に
超
高
齢
社
会

（
高
齢
化
率
が
21
％
超
）
に
突

入
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

医
学
的
研
究
に
よ
り
人
の
寿

命
は
さ
ら
に
伸
び
て
、
こ
の

傾
向
は
も
っ
と
強
ま
る
で
し

ょ
う
。

　
そ
こ
で
大
切
な
の
は
自
ら

の
健
康
で
す
。
医
学
の
進
歩

に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
運
動

や
食
事
に
配
慮
し
て
、
元
気

に
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
伸

ば
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ

ら
に
、
年
金
制
度
の
充
実
に

加
え
て
、
自
ら
の
社
会
参
加

に
よ
っ
て
収
入
を
確
保
し
て
、

生
活
の
基
盤
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
が
協
力
し
助
け
合
い

な
が
ら
、
共
に
暮
ら
し
て
い

く
と
い
う
社
会
環
境
の
充
実

が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
周
囲
に
目
を
向
け
て
、
優

し
い
心
で
人
と
接
し
、
共
に

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
み

ん
な
の
力
で
明
る
く
元
気
で

楽
し
い
超
高
齢
社
会
を
築
き

上
げ
、
み
ん
な
が
「
お
か
げ

様
」
と
言
え
る
ま
ち
に
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

明
る
く
元
気
で
楽
し
い

超
高
齢
社
会
を

第
28
回

はじまりました！
認知症ジュニア☆サポーター養成講座

　認知症になっても安心して暮らせるまちを目指し
て、市立中学校 1 年生を対象に、認知症の理解を
深め、支え合う地域社会づくりについて学ぶ「認知
症ジュニア☆サポーター養成講座」を実施していま
す。10 月 16 日には千代田中学校で開催し、講義
だけでなく、認知症の人への声のかけ方をみんなで
考え、発表しました。
　一般の人や、スーパー、金融機関など事業所向け

の認知症サポーター
養成講座も、随時実
施します。講座をご
希望の場合は、ご相
談ください。
�いきいき高齢・福
祉課

▲千代田中学校での講座の様子

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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乳
が
ん
検
診

対
象　
40
歳
以
上
で
平
成
30
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
29
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　
２
月
～
３
月
の
第
１
～
４

土
曜
日
午
前

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用　
１
０
０
０
円

申
込　
12
月
17
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
▽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

※
各
日
定
員
あ
り
（
抽
選
）
▽
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
、
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

３
月
末
が
使
用
期
限

　
現
在
お
持
ち
の
が
ん
検
診
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
来
年
３
月
末
が
使
用

期
限
で
、
４
月
以
降
に
繰
り
越
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
医
療
機

関
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
、

暮らし健 康

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎ 06-6693-1199（24 時間）
★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯ 7119（ダイヤル回線・IP 電話から
は☎ 06-6582-7119 へ▷ 24 時間）

★小児救急電話相談
相談電話　♯ 8000（ダイヤル回線・
IP 電話からは☎ 06-6765-3650 へ
▷午後８時～翌朝８時）

●休日・夜間の急病診療●
休日の急病診療 休日の小児急病診療 土曜・休日の

小児急病診療
夜間の

小児急病診療

診療科目 内科（中学生以下受診不可）・歯科※12月
１・８・15・22・29日は内科のみ。 小児科（中学生まで）

診療病院 休日急病診療所 富田林病院 当番病院

診療日 土・日・祝休日、
12月30 日〜１月３日

日曜日・祝休日、
12月29日〜１月３日

土・日・祝休日、
12月29日〜１月３日 毎日

受付時間

内科＝土曜日は午後６時〜８時 40 分▷日曜
日・祝休日・12 月 30 日〜１月３日は午前
10 時〜 11時 40 分と午後１時〜３時 40 分
歯科＝日曜日・祝休日は午前 10 時〜 11
時 40 分、12 月 30 日〜１月３日は午前 10
時〜 11 時 40 分と午後１時〜３時 40 分

午前９時〜 11時
30 分と午後１時
〜３時 30 分

午後４時～
８時

午後８時
〜翌朝８

時

受診方法
など

直接同診療所へ
（菊水町 2-13、保健センター隣、
☎ 55-0300）
※健康保険証の持参を。

直接同病院へ
（富田林市向陽台 1-3-
36、☎ 29-1121）
※健康保険証の持参を。

まず消防署へ（☎53-0119）
※指定病院を紹介するか救急車で
搬送▷指定病院へ直接行ったり、連
絡したりしないでください。

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●

サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●

サンプラザ河内長野店 ● ● ●

西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●

オークワ河内長野店 ● ● ●

関西スーパー河内長野店 ● ● ●

じゃんぼスクエア河内長野 ● ● ●

コノミヤ南花台店 ー ● ●

コノミヤ北青葉台店 ● ● ●

デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●

いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前 10 時〜正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。

★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入れ
ないでください。

◉廃食用油の回収
ところ 12 月 1 月

千代田公民館 10 日 7 日
南花台公民館 20 日 17 日
高向公民館 ー 16 日
加賀田公民館 14 日 ー
三日市公民館 28 日 ー
くすのかホール ー 28 日
あやたホール 17 日 ー

★回収時間は午前 10 時～ 11 時▷千代田・南花台
公民館は午前 11 時 30 分まで。

★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しない
でください。

★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただける
店舗は環境政策課へご連絡ください。

健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

す
ぐ
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日

時
点
で
20
歳
の
女
性
市
民
に
子
宮

頸
が
ん
検
診
、
40
歳
の
女
性
市
民

に
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

期
間
限
定
回
数
券
販
売

　　
午
後
５
時
以
降
利
用
可
能
回
数

券
（
５
枚
綴
り
）
を
期
間
限
定
で

販
売
し
ま
す
。
女
性
限
定
の
お
得

な
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
や
65
歳
以
上
限

定
の
割
引
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ォ
レ

ス
ト
三
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
・
１
９
１
９
）

暮
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

日
曜
臨
時
窓
口
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
は
原
則
、
本
人
が

受
け
取
る
た
め
、交
付
通
知
書（
ハ

ガ
キ
）
が
届
い
て
い
る
人
で
、
平

日
の
受
け
取
り
が
困
難
な
場
合
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　
12
月
９
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

※
必
要
書
類
な
ど
の
確
認
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」
を
検
索

し
て
く
だ
さ
い
▽
受
け
取
り
期
限

（
６
か
月
）が
過
ぎ
た
カ
ー
ド
も
引

き
続
き
保
管
し
て
い
ま
す
。

�
市
民
窓
口
課

特
別
無
料
法
務
・

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　
相
続
・
遺
言
書
、
成
年
後
見
な

ど
日
常
生
活
の
様
々
な
法
律
上
の

問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
や
行
政

書
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と
き　
12
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

申
込　
12
月
11
日
ま
で
に
電
話
で

栗
山
さ
ん
へ
（
土
日
を
除
く
）

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
研
志
会
の
栗
山
さ

ん
（
☎
63
・
０
８
１
１
）

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
一
斉
に

電
気
を
消
す
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
家
庭
や
事
業
所
で
も
電
気

を
消
し
て
、
地
球
環
境
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
い
た
事
業
所
、
個

人
の
自
宅
、
公
共
施
設
な
ど

と
き　
12
月
19
日
㈬
午
後
８
時
～

９
時

※
通
行
に
支
障
の
あ
る
場
所
な
ど

は
消
灯
し
ま
せ
ん
。

�
環
境
政
策
課

野
生
動
物（
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）に

出
会
っ
た
ら

　
以
下
の
３
項
目
に
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

①
刺
激
し
な
い

　
棒
な
ど
を
使
っ
て
追
い
回
し
た

り
、
石
を
投
げ
た
り
し
て
野
生
動

物
を
刺
激
し
な
い
。

②
近
づ
か
な
い

　
野
生
動
物
を
見
か
け
た
ら
、
な

る
べ
く
刺
激
し
な
い
よ
う
に
し
、静

か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。

③
餌
を
見
せ
な
い
、
与
え
な
い

　
収
穫
物
や
生
ご
み
の
放
置
な
ど

に
よ
る
野
生
動
物
の
エ
サ
場
を
作

ら
ず
、
ま
た
、
絶
対
に
餌
を
与
え

な
い
。

�
環
境
政
策
課

水
道
管
な
ど
の
凍
結
防
止
を

　
寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、気

温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
屋
外
の

水
道
管
や
蛇
口
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

受
水
施
設
な
ど
で
水
が
凍
結
し
た

り
、
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た

め
、
早
め
に
防
寒
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
防
寒
の
方
法

　
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
に
は
保

温
材
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

市
販
の
も
の
、
ま
た
は
毛
布
や
布

で
も
可
）
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
か
ぶ
せ
る
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
時

　
凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
る
▽
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
熱
湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
。

※
凍
結
し
て
破
損
し
た
時
は
、
止

水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、
水
道

料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
、
☎

53
・
６
６
２
１
）
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

�
水
道
課

今月のレシピは栄養が多いトマトと、体を温めてく
れる根菜類がたっぷり入ったポトフです。優しいコ
ンソメ味で心も体もぽかぽかになれる寒い季節に
ぴったりの一品です。

人参…90 ㌘、じゃが芋…150 ㌘、大根…120 ㌘、
しめじ…１株、キャベツ…120 ㌘、ブロッコリー
…100 ㌘、ソーセージ…６本、水…700 ㍉㍑、ト
マトホール缶…１缶（240 ㌘）、A（塩…５g、ブ
ラックペッパー…２㌘、チキンコンソメ…20 ㌘）

材料（３人分）
�ひと口大に切った人参、じゃが芋、大根を鍋に入れ煮る。
�しめじ、キャベツ、ブロッコリーをひと口サイズに切る。
��に火が通ったらトマト缶を入れる。
�残りの具材も鍋に入れて煮る。
�最後に A を入れ、ひと煮立ちさせればできあがり。

作り方

クックパッド 河内長野市の公式ページ▶

�奥河内くろまろの郷（☎ 56-9606）
ビュッフェレストラン奥河内に12 月１日からこのメニューが登場します。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況

　

市
職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行

政
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く

そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
表
の
内
容
で
、
年
度
・
日
付
の

表
示
の
な
い
も
の
は
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
す
。

問
い
合
わ
せ 
人
事
課

❶職員の任免および職員数に関する状況
⑴部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門 区分 職員数 対前年
増減数

平成29 〜30 年の職員数増減状況
Ｈ３０年 Ｈ２９年 増 減 主な増減理由

一般
行政

議会 5 5 0 

総務 116 114 2 6 4 空家対策、アウトソーシング推進
による増、異動不補充による減

税務 37 42 △ 5 5 退職不補充による減
民生 77 81 △ 4 4 退職不補充による減

衛生 45 46 △ 1 1 業務見直しによる減

労働 2 2 0 
農林水産 17 17 0 

商工 12 11 1 2 1 日本遺産取得の体制強化、
観光事務体制見直しによる減

土木 41 43 △ 2 1 3 体制強化による増、
退職不補充による減

小計 352 361 △ 9 - -

特別
行政

教育 81 82 △ 1 2 3 体制強化による増、
業務見直しによる減

消防 117 115 2 2 平成 30 年度退職の前
倒し採用による増

小計 198 197 1 - -
合　計 550 558 △ 8 - -

公営
企業
等

会計

水道 21 26 △ 5 5 経営効率化による減
下水道 22 20 2 2 業務委託の見直しによる増
その他 39 39 0 
小計 82 85 △ 3 - -

総合計 632 643 △ 11 - -
�職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分
　を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非
　常勤職員を除いています。

⑵職員給与費の状況（平成 30 年度普通会計予算）
職員数
（A）

給　与　費 職員１人当たり
（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

578 人 2,158,563 
千円

579,881 
千円

905,557 
千円

3,644,001 
千円

6,305 千
円

�職員手当には退職手当を含みません。

⑵採用・退職の状況（平成 29 年度）
採　用 33 人
退　職 42 人

�採用・退職は、任期付職員、大阪府などからの派遣職員
　やフルタイム勤務の再任用職員を含みます。

❷職員給与の状況
⑴人件費の状況（平成 29 年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出総額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

（参考）平成28
年度人件費率

平成 30 年 1月1日
107,280 人

33,448,949 
千円

37,616 
千円

5,945,776 
千円 17.8％ 17.9%

�人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

⑶職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

43.2 歳 322,006
円

352,922
円 55.8 歳 357,100

円
390,080

円
�平均給与月額は、基本給月額（給料＋扶養手当＋地域手当）です。

⑷職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 初任給 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 185,800 円 257,778 円 299,620 円 354,355 円

短大卒 168,600 円 － － 335,250 円

高校卒 156,800 円 233,600 円 287,733 円 －
�経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して

いる場合は採用後の年数をいうものです。

⑸ラスパイレス指数の状況

区分 平成
24 年度

平成
25 年度

平成
26 年度

平成
27 年度

平成
28 年度

平成
29 年度

河内長野市 107.9 
(99.6)

102.8 
(94.9) 94.5 97.7 97.6 99.5

府内市平均
（政令市除く）

106.7 
(98.6)

105.5 
(97.5) 97.5 99.0 99.0 99.1

（注 1）この表は、各年４月１日現在の一般行政職の職員の
給料について、国家公務員を 100とした場合の比較です。

（注 2）平成 24・25 年度の（ ）の数値については、国家公
務員の時限的な（2 年間）給与改定特例法による措置がな
いとした場合の参考値です。

⑹職員手当の状況
区分 河内長野市 国
期
末・勤
勉
手
当

（平成29 年度支給割合） （平成29 年度支給割合）
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.225 月分 0.85 月分 ６月期 1.225 月分 0.85 月分
12月期 1.375 月分 0.95 月分 12月期 1.375 月分 0.95 月分

計 2.6 月分 1.8 月分 計 2.6 月分 1.8 月分
区分 内　　　容
扶
養
手
当

配偶者…月額 10,000 円（平成 29 年度支給額）
その他の扶養親族…月額 6,500 円（平成 29 年度支給額）
※満16歳の年度当初から満22歳の年度末までの子が

いる人は１人につき月額 5,000 円を加算。
住居
手当 借家…家賃に応じて月額 27,000 円を上限として支給
通
勤
手
当

通勤距離片道２㌔以上の職員に支給
交通機関利用者…６か月定期券相当額を支給
自動車等利用者…距離に応じて月額 2,000 円〜 31,600 円

⑺特別職の報酬の状況
区分 内容 区分 内容

給料
月額

市　長　700,000 円
副市長　747,000 円
教育長　657,000 円
参　与　657,000 円

議員報
酬月額

議　長　660,000 円
副議長　610,000 円
議　員　570,000 円

期末
手当

（平成29 年度支給割合）
市　長　　  4.4 月分
副市長　　  4.4 月分
教育長　　  4.4 月分
参　与　　  4.4 月分

期末
手当

（平成29 年度支給割合）
議　長　　  4.4 月分
副議長　　  4.4 月分
議　員　　  4.4 月分 

（注１）平成 28 年８月３日から平成 32 年８月２日まで、特別
職の給与月額は、条例本則の金額から市長は 30％、副市長、
教育長及び参与は 10％を減額しています。

（注 2）参与は平成 29 年４月から設置しています。

⑻一般職員の級別分布数の状況
区分 ８級 ７級 ６級 ５級

標準的な
職務内容 部長級 副理事級 課長級 課長補佐級
職員数 20 人 2 人 60 人 106 人
構成比 3.2% 0.3% 9.5% 16.8%
区分 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容 係長級 副主査級 一般職員 一般職員
職員数 218 人 137 人 54 人 35 人 632 人
構成比 34.5% 21.7% 8.6% 5.5% 100.0%

❸職員の勤務条件の状況
勤
務
時
間

な
ど

本庁などの場合
月〜金曜日（祝休日と年末年始を除く）
勤務時間＝午前９時〜午後５時 30 分（うち休憩時
間 45 分）

年
次
休
暇

制　度　概　要 平均取得日数
１年につき 20 日付与
現年付与分のみ翌年への繰越可能

（平成29 年）
9.8 日

主
な
特
別
休
暇

休暇の種類 付　与　日　数
結婚休暇 連続７日以内
妻の出産休暇 ５日以内
男性職員育児休暇 ５日以内
忌引休暇 続柄による（父母・配偶者は７日以内など）
夏季休暇 ７日以内
子の看護休暇 ５日以内（対象となる子が２人

以上の場合は 10 日以内）
ボランティア休暇 ５日以内

❺分限・懲戒処分の状況（平成 29 年度）
処分の種類 処分者数
分限処分 ９人
懲戒処分 ３人

❻公平委員会における業務の状況（平成 29 年度）
業務の種類 件数

職員の勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件

職員に対する不利益な処分の不服申立ての状況 ０件

❽主な研修の状況（平成 29 年度）
研修区分 主な内容 実施件数 受講人数

階層別研修 課題解決、部下育成、地方自
治法など 16 件 396 人

特別研修 人権、コンプライアンス、男
女共同参画など 16 件 1957 人

中部合同
研修

新規採用職員、新任課長、新
任係長、民法など 10 件 68 人

派遣研修 マッセ OSAKA 主催研修、
自治大学校派遣研修など 54 件 127 人

❹休業の状況（平成 29 年度）
種類 主な内容 人数

育児休業 ３歳未満の子を養育するための休業（無
給）

16 人 
（９）

部分休業
未就学の子を養育するため、30 分を単位
とする、始業から、または終業までの連
続した２時間以内の休業（無給）

８人 
（６）

介護休暇 配偶者などで日常生活を営むのに支障の
ある者の介護をするための休業（無給） ０人

�（　）内は、平成 28 年度以前から引き続き取得してい
る者の人数です。

❾福利厚生などの状況（平成 29 年度）

地方公共団体は、地方公務員法により、職員の福利厚生
の計画の策定、実施を義務付けられており、河内長野市
職員厚生会において福利厚生事業を行っています。職員
厚生会では民間事業者の会員制福利厚生事業へ加入し、
生活支援事業を実施しました（補助率 50％）。

⑶職員の人事評価の状況（平成 29 年度）
評価ランク 特に良好 良好（標準） やや良好でない 良好でない

計
点数範囲 90 点以上 90 点未満

65 点以上
65 点未満
60 点以上 60 点未満

職員数 ５人 636 人 ３人 ５人 649
人

分布割合 0.8% 98.0% 0.4% 0.8% −
（注 1）評価ランクは人事評価の評価結果を 100 点満点換算

したものです。
（注 2）人事評価の対象者は、一般職の職員（フルタイム及

び短時間勤務の再任用職員、任期付職員を含みます。）で
す。また、評価基準日（１月１日）における対象年度の
勤務期間が３か月未満である職員は除きます。

（注 3）分布割合は、小数点第２位を四捨五入しています。

❼職員の退職管理の状況（平成 29 年度）・再就職状況

再就職の届出件数 （参考）平成 28 年度に退職
した課長級以上の職員数

市長部局 − 13

市消防本部 − −
�市長部局には、他の任命権者（市議会議長・教育委員会・
　固定資産評価審査委員会・選挙管理委員会・農業委員会・
　代表監査委員）を含みます。

市政と関連情報 モックル生活ガイド公表 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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お
知
ら
せ

交
通
事
故
を
防
ご
う

■
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
の
根
絶
を

　
府
交
通
対
策
協
議
会
で
は
年
末

の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
は
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、運

転
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
都
市
創
生
課

多
く
の
ご
寄
附
に
感
謝
し
ま
す

　
９
月
に
発
生
し
た
台
風
第
21
号

に
よ
る
市
の
災
害
復
旧
に
対
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
31
件
、
29

万
円
（
11
月
10
日
現
在
）
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、埼

玉
県
深
谷
市
に
よ
る
大
阪
府
内
の

被
災
自
治
体
を
対
象
と
し
た
代
理

寄
附
受
付
か
ら
29
万
１
０
１
４
円

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
右
写
真
）
の
運
営
費

用
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
で
は
台
風
被
害

に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
農
林
業

支
援
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
災
害
支

援
サ
イ
ト
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
や
、
市
役
所
窓
口
で
の
現

金
の
ご
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
寄
附
は
税
額
控
除
の
対
象
で
す
。

�
政
策
企
画
課

獣
医
師
の
届
け
出
を

　
獣
医
師
免
許
を
持
ち
、
本
市
に

住
所
地
が
あ
る
人
は
、
12
月
31
日

時
点
の
状
況
を
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
免
許
の
取
り
消
し
や
業
務

停
止
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出　
1
月
４
日
㈮
～
31
日
㈭
に

環
境
政
策
課
で
配
布
す
る
用
紙
２

部
を
同
課
へ
（
郵
送
可
）

※
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

�
環
境
政
策
課

献
血
に

ご
協
力
を

■
12
月
は
大
阪
府
献
血
推
進
月
間

対
象　
18
～
64
歳
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人
（
男
性
は
17
歳
か
ら
可

▽
60
～
64
歳
で
献
血
の
経
験
が
あ

る
人
は
69
歳
ま
で
可
）

　11 月 2 日、くすのき幼稚園で消防署と
消防団が合同消防訓練を行いました（上写
真）。園内で火災が発生し、園児たちが避難、
幼稚園の職員が初期消火を行い、逃げ遅れ
た人がはしご車で救助されるという訓練で、
参加者は防火意識を再確認していました。

　11 月 9 日、市防火協会が街頭防火キャン
ペーンを実施しました（下写真）。千代田駅、
河内長野駅、三日市町駅の各駅前で、火災
啓発用のティッシュやつまようじなどを配
布し、「火の用心」を呼びかけました。
※火災予防を呼びかける歳末特別警戒は、
今年も12月1日㈯～31日㈪に実施します。

秋の火災予防運動が盛り上がる

フォト

就
労

仕
事
選
び
に
役
立
つ

職
業
適
性
セ
ミ
ナ
ー

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
催

　
11
種
類
の
筆
記
試
験
で
基
礎
的

な
能
力
を
測
定
す
る
「
職
業
適
性

検
査
」
で
、
自
分
の
適
性
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。
検
査
後
は
結
果
を

も
と
に
就
労
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
15
歳
～
39
歳
で
求
職
中
の

人
（
在
職
中
の
人
は
不
可
）

と
き　
12
月
17
日
㈪
午
後
１
時
～

５
時

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員　
４
人
（
先
着
順
）

申
込　
12
月
５
日
～
14
日
に
電
話

で
左
記
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

�
南
河
内
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
☎
26
・
９
４
４
１
）

市
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

■
こ
ど
も
介
助
支
援
員
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員

業
務
内
容　
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
・
生
徒
の
介
助
な
ど
▽
こ
ど

も
介
助
支
援
員
は
資
格
が
必
要

勤
務
日　
来
年
４
月
～
９
月
（
更

新
あ
り
）
の
週
２
～
５
日
▽
時
間

は
１
日
５
～
８
時
間

勤
務
地　
市
内
の
小
・
中
学
校

賃
金　
時
給
制
（
金
額
は
未
定
）

申
込　
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
持

っ
て
12
月
28
日
ま
で
に
教
育
指
導

課
へ

※
後
日
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

�
教
育
指
導
課

富
田
林
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト

業
務
内
容　
事
務
補
助
な
ど

任
用
期
間　
１
月
中
旬
～
３
月
末

勤
務
地　
富
田
林
税
務
署
、
す
ば

る
ホ
ー
ル

時
給　
９
４
０
円
ま
た
は
９
５
０
円

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
人

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
33
歳
未
満

※
通
年
で
募
集
し
て
い
ま
す
▽
試

験
日
な
ど
は
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
詳
細
は
電
話
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
自
衛
隊
富
田
林
地
域
事
務
所

（
☎
24
・
３
７
９
９
）

安
全
安
心

灯
油
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

■
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

◎
灯
油
の
保
管
に
は
専
用
の
ポ
リ

容
器
を
使
用
し
、
ガ
ソ
リ
ン
は
絶

対
に
入
れ
な
い
。

◎
古
く
な
っ
た
ポ
リ
容
器
は
交
換

す
る
▽
ポ
リ
容
器
は
５
年
を
目
安

に
取
り
換
え
る
と
安
全
で
す
。

◎
保
管
は
物
置
な
ど
暗
く
て
温
度

の
低
い
場
所
で
、
雨
・
風
・
日
光

の
当
た
る
場
所
は
避
け
る
。

◎
必
要
量
以
上
は
保
管
し
な
い
。

◎
給
油
は
火
の
気
の
な
い
場
所
で

行
い
、
点
火
し
た
ま
ま
行
わ
な
い
。

◎
給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク
の
口
金

を
し
っ
か
り
と
締
め
る
。

◎
不
要
に
な
っ
た
灯
油
は
排
水
口

や
河
川
、
側
溝
な
ど
に
は
絶
対
に

捨
て
な
い
▽
処
分
は
販
売
店
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
ご
相
談
を
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
で
洗
濯

物
を
干
し
た
り
、
近
く
で
カ
ー
テ

ン
や
ふ
と
ん
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
を
使
用
し
な
い
。

◎
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
О
中
毒

を
防
ぐ
た
め
、
換
気
は
必
ず
行
う
。

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

と
き　
12
月
11
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北
館

※
輸
血
時
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
実
施
。

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

■
次
世
代
の
た
め
に

　
相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記

（
名
義
変
更
）は
所
在
地
を
管
轄
す

る
法
務
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
続
登
記
を
す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
売
却
で
き
、
ま
た
担
保
と
し
て

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
め
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
相
続
登
記

を
せ
ず
放
置
し
て
お
く
と
、
２
次
、

３
次
相
続
が
発
生
し
、
相
続
人
の

調
査
だ
け
で
相
当
の
時
間
、
手
数

料
、
手
続
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
が
適
正
に
管
理

さ
れ
ず
荒
廃
し
、
近
隣
住
民
に
被

害
を
も
た
ら
す
な
ど
の
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
次
世
代
の
た
め
に
早
め

の
相
続
登
記
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

�
大
阪
法
務
局
富
田
林
支
局

（
☎ 

23 

・
２
４
３
２
）

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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講
演
・
講
座

食
と
ア
ミ
ノ
酸

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
講
習
会

　
味
の
素
㈱
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ト

リ
シ
ョ
ン
部
の
嶋
田
浩
子
さ
ん
が

「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
食
事
の
考
え

方
や
ア
ミ
ノ
酸
の
摂
取
方
法
」
を

テ
ー
マ
に
講
習
を
行
い
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

と
き　
１
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

申
込　
12
月
６
日
か
ら
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
（knagano.spo-sin@

beach.ocn.ne.jp

）
で
左
記
へ

▽
赤
峰
市
民
広
場
に
あ
る
ポ
ス
ト

へ
の
投
函
も
可

�
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

（
☎
26
・
７
６
６
０
、�
26
・
７
６
６
１
）

犬
の
飼
い
方
教
室

　
飼
い
犬
に
関
す
る
苦
情
を
防
ぎ
、

地
域
で
人
と
犬
と
の
よ
り
良
い
共

生
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
犬
を
飼
養
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
飼
養
す
る
予
定
の
人

と
き　
①
１
月
26
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
、
②
27
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
▽
②
は

飼
い
犬
同
伴
（
同
伴
犬
が
な
い
場

合
は
見
学
で
も
可
）

と
こ
ろ　
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ

ー
（
羽
曳
野
市
）

定
員　
30
人
（
抽
選
）

申
込　
12
月
28
日
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
左
記
セ
ン
タ
ー
へ

�
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１
２
、

�
０
７
２
・
９
５
６
・
１
８
１
１
）

大
学
連
携
講
座

大
阪
千
代
田
短
期
大
学
編

■
課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ

ム
案
の
報
告
会

　
大
阪
千
代
田
短
期
大
学
の
青あ

お

木き

淳あ
つ

英ひ
で

教
授
（
左
写
真
）
と
、
世
代

を
超
え
た
４
つ
の
チ
ー
ム
が
議
論

し
導
き
出
し
た
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
を
聞
き
、
自
分
の
地
域
の
課
題

を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
２
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込　

12
月
５
日
か
ら
電
話
で

く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
込
可

�
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

南
河
内
生
涯
学
習
講
座

■
南
河
内
郷
土
探
訪
～
南
河
内

を
め
ぐ
る
庶
民
信
仰
の
歴
史
～

と
き　
２
月
５
日
㈫・19
日
㈫
・

26
日
㈫
▽
い
ず
れ
も
午
後
２
時

～
４
時
▽
３
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
富
田
林
市
き
ら
め
き

創
造
館

内
容　
南
河
内
の
歴
史
の
紹
介

定
員　
１
２
０
人
（
抽
選
）

申
込　
往
復
は
が
き
か
メ
ー
ル

（bunka-sports@
city.

kaw
achinagano.lg.jp

）に

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名（
返

信
用
に
も
記
入
）、
ふ
り
が
な
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

12
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
「
ふ
み

ん
ネ
ッ
ト
南
河
内
２
０
１
８
」

係
へ
▽
往
復
は
が
き
は
１
枚
で

２
人
ま
で
有
効

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

展
示
・
催
し

図
書
館
の
催
し

■
本
の
お
た
の
し
み
袋
の
貸
出

　
司
書
が
様
々
な
テ
ー
マ
で
本
を

３
冊
ず
つ
選
ん
だ
「
お
た
の
し
み

袋
」。
ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か

は
借
り
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

対
象　
図
書
館
登
録
を
し
て
い
る
人

と
き　
12
月
15
日
㈯
～
23
日
㈷

※
「
お
た
の
し
み
袋
」
が
な
く
な

り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

■
書
庫
見
学
ツ
ア
ー

　
普
段
は
職
員
し
か
入
れ
な
い
地

下
書
庫
を
見
学
し
ま
す
。

と
き　
12
月
15
日
㈯
午
後
２
時
45

分
～
、
３
時
45
分
～
▽
い
ず
れ
も

15
分
程
度

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
書
庫
の
図

書
は
貸
し
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

■
さ
わ
る
絵
本
・
布
の
絵
本
公
開

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
作
り
し
た

さ
わ
る
絵
本
・
布
の
絵
本
を
公
開
。

と
き　
12
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
親
と
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
大
型
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
の
ほ

か
、
人
形
劇
団
も
や
っ
て
き
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者（
内
容
は
４
～
８
歳
向
け
）

と
き　
12
月
23
日
㈷
①
午
前
11
時

～
正
午
、
②
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

定
員　
各
70
人
（
先
着
順
）

申
込　
12
月
５
日
か
ら
電
話
、
は

が
き
、メ
ー
ル（tosho-kouza@

city.kaw
achinagano.lg.jp

）

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
と
希
望
時
間
帯（
①

か
②
）
を
記
入
し
て
図
書
館
（
〒

586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
）

へ
▽
１
枚
で
１
家
族
分
有
効

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

成
人
の
つ
ど
い

■
今
年
の
対
象
者
は
１
１
０
５
人

対
象　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

と
き　
１
月
14
日
㈷
午
前
11
時
～

11
時
40
分
（
開
場
は
10
時
30
分
）

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

☎52-6933　休館日：毎週月曜日
開館時間：午前９時30分～午後８時

ホームページから本を予約できます
利用者カードの更新もお忘れなく

■新刊図書の紹介
◎児童書　こすずめとゆき　深

み

山
や ま

さくら
　　　　　魔女ののろいアメ　草

く さ

野
の

あきこ
◎一般書　どんまい　重

し げ

松
ま つ

 清
きよし

　　　　　30 センチの冒険　三
み

崎
さ き

亜
あ

記
き

　　　　　ベートーヴェン捏造　かげはら史
し

帆
ほ

　　　　　犯罪加害者と表現の自由　松
ま つ

井
い

茂
し げ

記
の り

■２階の照明器具の LED 化工事が終了し
ました。ご協力ありがとうございました。

■自動車文庫巡回表（12 月１日～1 月４日）
巡回日 巡回時間 場　　所

12 月４日㈫
12月18日㈫

13:35〜14:15 南ケ丘自治会館横
14:30〜15:10 大矢船幼稚園北
15:30〜16:30 美加の台第２公園

12月５日㈬
12月19日㈬

13:30〜14:10 柳風台第２公園
14:25〜15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25〜16:25 桐ケ丘第２公園

12月６日㈭
12月20日㈭

13:35〜14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40〜15:20 楠ケ丘児童公園
15:40〜16:30 旭ケ丘バス方転地

12月７日㈮
12月21日㈮

13:15〜14:15 福祉センター錦渓苑
14:30〜15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25〜16:05 清見台２丁目児童公園

12月11日㈫
12月25日㈫

13:30〜14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30〜15:10 荘園町第３公園
15:30〜16:30 緑ケ丘中第１公園

12月12日㈬
12月26日㈬

13:45〜14:15 天見出合橋空地
14:40〜15:40 北青葉台中央公園
15:55〜16:25 南青葉台公園

12月13日㈭
12月27日㈭

13:30〜14:10 千代田南中央公園
14:25〜15:05 市町千代田神社
15:20〜16:20 木戸住宅４棟前

12月14日㈮
12月28日㈮

13:15〜14:15 福祉センター錦渓苑
14:25〜15:05 大師町集会所前
15:20〜16:00 清見台第２公園

※公民館のホームページ（左の QR コード参照）などで、対象や費用を確認のうえ、お申し込みください。

公民館 教室名 とき 定員
（先着順）

申込開始日
（電話で受付）

加賀田公民館
（☎62-2116）

クラブ一日体験『かんたん篆
てん

刻
こく

教室 』 12月15日㈯
午後1時～3時 10人 12月5日～

加賀田公民館40周年記念
ハートフルコンサート

12月20日㈭
午後1時30分～2時30分 40人 12月５日～

天見公民館
（☎63-4074）

しめ縄づくり▷応募多数の場合
は抽選（はがきは1人1枚で）

12月27日㈭
午後1時30分～4時 20人 12月11日までに

往復はがきで
高向公民館

（☎54-4548）
お正月を彩る
フラワーアレンジメント

12月27日㈭
午後1時30分～2時30分 12人 12月５日～

公民館
の講座
や教室

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。 ※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談
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■
木
の
香
る
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク

と
き　
１
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
７
０
０
０
円

申
込　

12
月
５
日
か
ら
電
話
か
メ

ー
ル（kinkonkan@

sinrin.org

▽
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
催
し
名
を
記
入
）で
木
根
館
へ

�
木
根
館
（
☎
64
・
８
１
５
１
）

プ
ラ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う

■
お
菓
子
づ
く
り
体
験
～
ア
イ
シ

ン
グ
ク
ッ
キ
ー
を
つ
く
ろ
う
～

対
象　
社
会
参
加
に
不
安
を
持
ち

引
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年

と
き　
12
月
13
日
㈭
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
南
河
内
プ
ラ
ッ
ツ

（
☎
０
９
０
・
９
２
５
８
・
８
１
７
７
）

四
季
彩
館
の
催
し

■
森
の
自
然
観
察
会

　
四
季
彩
館
の
周
辺
を
歩
い
て
草

花
や
森
の
様
子
を
観
察
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

と
き　
12
月
９
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時

と
こ
ろ　
四
季
彩
館
の
周
辺

定
員　
10
人
（
抽
選
）

申
込　
往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
（iw

aw
akinom

ori@
gm
ail.com

）
に
、
代
表
者
の
住

所
と
連
絡
先
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
と
年
齢
を
記
入
し
て
12
月
７
日

ま
で
に
同
館
（
〒
586
ー
０
０
７
１

加
賀
田
３
８
２
２
の
１
）
へ

�
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
�
63
・
５
９
８
６
）

木き
ん

根こ
ん

館か
ん

の
木
工
教
室

■
冬
の
ワ
ン
コ
イ
ン
～
お
お
さ
か

河
内
材
を
使
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
～

と
き　
開
催
中
（
材
料
が
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
）

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
マ
グ
ネ
ッ

ト
２
個
分
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

河
内
長
野
フ
ィ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

■
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
な
ど

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
や
指
揮
者

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き　
12
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
３
８
０
人
（
先
着
順
）

申
込　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
の
サ
ー

ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
無
料
入
場
券

を
配
布
中
▽
当
日
直
接
会
場
へ

�
河
内
長
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
事
務
局
の
松
原
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
３
７
０
３
・
１
９
５
０
）

台
風
被
害
支
援
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

■
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
風
ニ
モ
負
ケ
ズ

と
き　
12
月
22
日
㈯
午
後
6
時
～

８
時
（
開
場
は
５
時
30
分
）

と
こ
ろ　
上
堂
本
店
醤
油
蔵
（
河

内
長
野
商
店
街
）

内
容　
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
ソ
プ
ラ
ノ
、

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン
ス
な
ど

参
加
費　
１
０
０
0
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
集
ま
っ
た

参
加
費
と
寄
付
金
は
全
額
、
市
の

台
風
被
害
復
旧
に
寄
付
し
ま
す
。

�
河
内
長
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
☎
53
・
２
９
０
０
）

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

災害時の多言語対応のために
　10 月 10 日、河内長野市国際交流協会から「災害時
多言語資料ボックス」が寄贈されました。中には災害時
に必要な多言語資料、無料翻訳アプリの説明書や手作り
ビブスが収められており、同協会の山本会長は「訪日・
在留外国人が増える中で、多言語対応が可能なボラン
ティアを募集、育成しています」と語っていました。

とき　12月25日㈫まで▷毎日午後5時～11時
■いくらサーカスXmasスペシャルSHOW
とき　12月25日㈫①午後6時～、②午後8時～
入場料　前売＝1000円、当日＝1300円▷3歳未
満の膝上は無料（大人1人につき子ども1人まで）
�ラブリーホール（☎56-6100）

ラブリーホール
クリスマス イルミネーション

厚生労働大臣表彰を受賞
　10 月 19 日、山形で開催された精神福祉全国大会
で、市内在住の中

な か

畑
は た

潤
ま す

弘
ひ ろ

さんが厚生労働大臣賞を受
賞しました。これは断酒会での長年の活動が評価さ
れたものです。断酒会は、お酒を飲みやすい魔の時
間といわれる午後 7 時～ 9 時ごろ、本人や家族が集
まり酒害体験を語り合い、決意を新たにする場です。

子どもたちに本物の英語体験を
　キックスで地域連携型英語村 T

ト レ ッ ク

REK（Try Real 
English Kawachinagano の略）が開催されました。
10 月 27 日はハロウィーン、11 月 10 日はサンク
スギビング、11 月 17 日はクリスマスをテーマに、
外国人の講師が英語で指導し、参加した小学生はネ
イティブな英語をシャワーのように浴びていました。

フォト

▲高さ60㌢×横幅68㌢×奥行き21㌢

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

内
容　
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬

店
、
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
サ
ン
タ
と

じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど

と
き　
12
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
市
こ
ど
も
会
育
成
連
合
会
事
務

局（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
、☎
54
・

０
０
０
５
）

寺
ケ
池
公
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆
パ
ー
テ
ィ

と
き　
12
月
25
日
㈫
ま
で
▽
毎
日

午
後
５
時
～
９
時（
19
日
を
除
く
）

①
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
イ
ン

と
き　
12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
・

22
日
㈯
▽
午
後
５
時
～
７
時
（
16

日
の
み
５
時
45
分
～
）
▽
参
加
費

２
０
０
円
▽
当
日
直
接
会
場
へ

②
ク
レ
イ
ア
ー
ト
教
室
（
粘
土
で

作
る
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
）

と
き　
12
月
８
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
▽
参
加
費
１
５
０
０
円
▽
定

員
15
人
（
先
着
順
）

③
石
窯
ピ
ザ
づ
く
り
体
験
会

と
き　
12
月
15
日
㈯
午
後
２
時
～

と
３
時
～
各
60
分
▽
参
加
費
１
５

０
０
円
▽
定
員
各
５
人（
先
着
順
）

④
ミ
ニ
門
松
作
り

と
き　
12
月
21
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
▽
材
料
費
３
０
０

円
▽
定
員
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
12
月
５
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

る
ー
ぷ
ら
ざ
利
用
者
交
流
会

対
象　
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
公
益
活
動
を
し
て
い
る
団

体
・
自
治
会
・
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

と
き　
１
月
17
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
民
公
益
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
る
ー
ぷ
ら
ざ

申
込　
12
月
５
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

る
ー
ぷ
ら
ざ（
☎
53
・
８
１
０
０
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談
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◉
編
集
後
記
◉

▼
働
ラ
イ
フ
は
大
阪
第
一
交
通
の

佐
々
木
さ
ん
。
揺
れ
な
い
運
転
、

心
地
よ
い
会
話
を
心
が
け
な
が
ら

お
客
様
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る

姿
勢
と
趣
味
を
楽
し
む
姿
の
違
い

に
驚
き
ま
し
た
（
水
上
）
▼
魅
力

的
な
広
報
紙
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考

え
な
が
ら
人
事
行
政
の
状
況
を
校

正
し
て
い
る
と
、
自
分
が
一
般
行

政
職
の
平
均
年
齢
を
越
え
た
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
も
う
若
手
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
気
持
ち
は
若
く

編
集
に
努
め
ま
す
（
東
）
▼
日
月

四
季
山
水
図
屏
風
が
国
宝
に
。
中

学
生
の
時
に
テ
ス
ト
勉
強
で
名
前

と
絵
を
覚
え
る
た
め
に
必
死
に
模

写
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
思
い
出
の
作
品
が
国
宝
に

な
る
と
は
感
慨
深
い
も
の
で
す

（
道
仙
）
▼
表
紙
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

甲
冑
は
市
内
業
者
が
製
作
し
た

も
の
で
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る

キ
ッ
ト
で
す
。
工
作
好
き
の
パ
パ

マ
マ
な
ら
親
子
で
楽
し
め
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
い
い
か
も
。
今
月
か

ら
販
売
と
の
こ
と
で
す
（
山
崎
）

▼
興
味
は
あ
る
け
ど
手
を
出
し
に

く
い
と
思
っ
て
い
た
篆
刻
の
体
験

教
室
に
、
10
月
号
で
の
取
材
を
き

っ
か
け
に
挑
戦
。
思
っ
た
以
上
に

門
戸
は
広
く
、
奥
が
深
か
っ
た
で

す
。
広
報
が
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

も
な
に
か
を
始
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
（
永
田
）

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
共
に

奥
河
内
を
訪
ね
る

①
師
走
の
ウ
オ
ー
ク
～
地
元
に
根

付
い
た
産
業
を
巡
る
～

と
き　
12
月
14
日
㈮
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
ご
ろ
▽
雨
天
中
止

コ
ー
ス　
千
代
田
駅
西
口
（
受
付

は
午
前
９
時
～
）
に
集
合
～
寺
ケ

池
～
つ
ま
よ
う
じ
資
料
館
～
上
堂

醤
油
蔵
跡
～
天
野
酒
酒
蔵
～
河
内

長
野
駅
（
約
６
・
５
㌔
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

②
新
春
の
ウ
オ
ー
ク
～
勧か

ん

請じ
ょ
う

縄な
わ

か

け
見
学
と
里
山
の
散
策
～

と
き　
１
月
５
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
正
午
ご
ろ
▽
雨
天
中
止

コ
ー
ス　
天
見
駅
改
札
口
前
（
受

付
は
午
前
９
時
～
）
に
集
合
～
流

谷
八
幡
神
社
～
十じ

ゅ
う

三さ
ん

仏ぼ
と
け

碑ひ

～
蠟ろ

う

梅ば
い

の
里
～
勧
請
縄
か
け
の
見
学
（
約

６
㌔
▽
コ
ー
ス
変
更
の
場
合
あ
り
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
３
０
０
円
▽
保
険
代

含
む

申
込　
①
は
12
月
６
日
か
ら
、
②

は
12
月
17
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

（
営
業
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

４
時
・
第
２
水
曜
日
定
休
）

�
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所

（
か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
倶
楽
部
、
☎
55
・
０
１
０
０
）

ス
ポ
ー
ツ

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

対
象　
身
体
障
が
い
者
、女
性
、初

級
者
、
65
歳
以
上
の
男
性
で
卓
球

連
盟
に
登
録
し
て
い
る
人
（
中
学

生
以
下
は
顧
問
の
許
可
か
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
▽
当
日
登
録
可
▽

登
録
料
２
０
０
円
▽
中
学
生
以
下

は
無
料
）

と
き　
１
月
19
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

種
目　
男
女
ミ
ッ
ク
ス
・
団
体
戦

参
加
費　
１
人
８
０
０
円
▽
中
学

生
以
下
は
半
額
（
当
日
徴
収
）

申
込　
12
月
６
日
～
１
月
９
日
に

同
館
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
（
電
話

不
可
）

�
卓
球
連
盟
の
森
さ
ん

（
☎
53
・
２
６
９
０
）

冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　
小
学
生
以
上
で
主
審
（
付

添
代
役
可
）
が
で
き
て
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
連
盟
に
登
録
し
て
い
る
人（
当

日
登
録
可
▽
登
録
料
５
０
０
円
）

と
き　
１
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

種
目　
男
女
ダ
ブ
ル
ス
１
～
３
部

参
加
費　
１
組
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
は
１
組
１
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

申
込　
12
月
９
日
～
23
日
に
同
館

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ（
電
話
不
可
）

�
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
井
脇
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
２
５
９
０
・
７
２
４
８
）

市
民
総
合
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
市
民
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前

に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き　
12
月
８
日
㈯
＝
午
前
10
時

～
、
12
月
21
日
㈮
、
１
月
９
日
㈬

＝
午
後
７
時
～
、
１
月
27
日
㈰
＝

午
後
１
時
～（
い
ず
れ
も
２
時
間
）

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
知

識
や
機
器
の
使
用
説
明
な
ど

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込　
電
話
で
市
民
総
合
体
育
館
へ

※
当
日
申
込
不
可
▽
有
効
期
限
か

ら
６
か
月
ま
で
に
更
新
し
て
い
な

い
人
は
再
受
講
が
必
要
▽
紛
失
に

よ
る
再
発
行
は
手
数
料
２
０
０
円

が
必
要
▽
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
ご
提
示
く
だ
さ
い
▽

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
市
民
総
合
体
育
館

（
☎
65
・
０
１
２
１
）

募

　集

夏
の
合
宿
は
滝
畑
ふ
る
さ
と

文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー
で

■
宿
泊
研
修
施
設
の
利
用
調
整

　
来
年
６
月
１
日
～
９
月
８
日
の

利
用
に
つ
い
て
調
整
し
ま
す
。

対
象　
50
人
以
上
の
団
体
▽
過
去

２
年
の
夏
季
に
利
用
し
た
こ
と
の

あ
る
団
体
に
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

内
容　
宿
泊
研
修
施
設
で
の
体
験

学
習
や
野
外
活
動
な
ど

申
込　
12
月
９
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
セ
ン
タ
ー
へ

※
プ
ー
ル
は
廃
止
予
定
で
す
。

�
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ

ン
タ
ー
（
☎
63
・
０
２
０
１
）

生
活
情
報
展
の
展
示
作
品

　
来
年
３
月
１
日
㈮
・
２
日

㈯
に
開
催
す
る
生
活
情
報
展

で
展
示
し
ま
す
。

①
く
ら
し
の
川
柳

内
容　
課
題
「
伝
え
る
」
に

ち
な
ん
だ
自
作
未
発
表
作
品

申
込　
は
が
き
に
、
川
柳
１

句
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
１
月
18
日
ま

で
に
生
活
情
報
展
実
行
委
員

会（
〒
586
ー
０
０
１
４
長
野
町

５
の
１
の
３
０
３
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
郵
送

②
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
サ
イ
ク

ル
作
品

申
込　
２
月
21
日
～
22
日
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

（
郵
送
不
可
▽
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）

※
１
人
２
点
ま
で
▽
未
発
表

作
品
に
限
り
ま
す
。

�
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
２
３
６
０
）

相　談 ※相談はすべて無料です。気軽にご利用を　★は要予約（予約・問い合わせ番号がないところは、☎ 53-1111）です。

相談名 予約・問い合わせ 内容 とき ところ 相談員

行政相談 自治協働課 行政に対する苦情や要望など 12 月 4 日㈫・18 日㈫
午前 10 時〜正午 市役所 行政相談

委員

法律相談★ 自治協働課 不動産や金銭貸借、離婚・相
続など

毎週水曜日
午後１時〜４時 30 分 市役所 弁護士

行政書士
相談★

「あんしん相談ねっと」の
濱田さん（☎ 50-1110）

相続・遺言、成年後見、離
婚協議、各種許認可など

12 月15 日㈯
午後１時 30 分～４時 30 分

ラブリー
ホール 行政書士

司法書士
法律相談

河内長野司法書士グループの
増田さん（☎ 55-0882）

不動産の相続・売買や会社設立の
登記、債務整理、成年後見など

12 月 8 日㈯
午後１時～３時

ノバティ
ホール 司法書士

税務相談★ 近畿税理士会 富田林支部
事務局（☎ 25-6250）

所得税や相続税など▷納税協
会・府民センターでも開催

12 月11日㈫・25 日㈫
午後１時～４時 市役所 税理士

人権相談★ 人権推進課 人権全般・人権侵害、心配ご
となど

毎週火曜日
午前 10 時〜午後１時 市役所 人権擁護

委員

女性相談★ 男女共同参画センター
（☎ 54-0003） 家族関係・DV など 毎月第２水曜日、第３土曜

日、第４水曜日 キックス 女性カウ
ンセラー

ひきこもり
等相談★

地域教育推進課
( ☎ 54-0005）

社会参加に不安を持つ 40 歳く
らいまでの人からの相談

12 月 13 日㈭
午前 10 時～正午 キックス 南河内プラ

ッツ相談員

就労支援相談
（若者）★

南河内地域若者サポート
ステーション（☎ 26-9441）

就労に不安を持つ 39 歳以下の
若者とその家族からの相談

12 月 5 日㈬・19 日㈬
午後１時～５時 市役所 同ステーシ

ョン相談員

就労支援相談
（40歳以上）★ 産業観光課 就労に不安を持つ 40 歳以上の

人からの相談
申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

大阪青少年支援機
構ポラリス事務所

就労支援
相談員

労働相談★ 産業観光課 賃金未払い・パワハラ・セクハ
ラなど

申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

相談員の
事務所など

社会保険
労務士

心配ごと
相談

社会福祉協議会
（☎ 65-0133） 悩み・困りごとなど 12 月12 日㈬・19 日㈬

午前 10 時〜正午
社会福祉協
議会

民生委員・
児童委員

育児相談★ あいっく（☎ 50-4664） 子育てに関する悩みなど
①水曜日を除く毎日午前 10
時〜午後５時 30 分
②月～金曜日午前 10 時〜
午後５時 30 分（祝日を除く）

①あいっく
②子育て支
援センターち
よだだい

保育士など

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談
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河内長野市で働く若者の仕事と暮らし

大阪第一交通の佐
さ

々
さ

木
き

 弘
ひ ろ

貴
き

さん

大阪第一交通株式会社　長野営業所
寿町 7の22（☎ 52-2789）
http://osaka-taxi.0152.jp/
「総合生活産業」としてタクシー事業
を中心に、みなさまの生活を支える事
業を行っています。ママサポートタク
シーや乗合タクシーなど新たなサービ
スも行っています。現在、乗務員を募
集中。私たちといっしょに働きませんか。

サバイバルゲームで非日常を
休日はドライブをしながら、ダム巡りとダムカード収集、
鉄道や廃線跡の写真撮影など、いろいろな趣味を楽しん
でいます。中でも一番のお気に入りはサバイバルゲーム
です。チームに分かれて対戦し勝敗を競うスポーツで、
日常とは違う状況が楽しめます。ストレス発散にもなり、
勝てば達成感を味わうことができます。参加者同士のコ
ミュニケーションが不可欠なので、多くの人と接するこ
とができ、友だちもたくさんできました。

9

　
大
阪
第
一
交
通
に
入
社
し
て
１

年
目
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て

働
く
佐
々
木
弘
貴
さ
ん
。

　
学
生
時
代
か
ら
人
と
接
す
る
こ

と
が
好
き
で
、
卒
業
後
は
鉄
道
会

社
で
駅
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
よ
り
お
客
さ
ま
に

近
い
距
離
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
環
境
を
求
め
、
大
阪
第
一
交

通
へ
の
転
職
を
決
意
。
車
の
運
転

が
好
き
な
こ
と
も
後
押
し
と
な
り

ま
し
た
。

　
入
社
当
初
は
抜
け
道
や
施
設
の

名
称
な
ど
、
地
図
を
見
て
勉
強
す

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
褒
め
て

も
ら
え
る
こ
と
も
。
ま
た
、
事
故

現
場
に
遭
遇
し
た
時
、
け
が
を
し

た
人
の
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
に

と
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
資
格

を
取
得
し
、
救
急
セ
ッ
ト
も
常
備
。

実
際
に
止
血
な
ど
の
応
急
処
置
を

し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
後
は
、以
前
乗
っ
た
お
客
さ

ま
と
再
会
し
た
時
に
、『
あ
の
時
の

運
転
手
さ
ん
で
す
よ
ね
』
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
記
憶
に
残

る
乗
務
員
に
な
り
た
い
」
と
や
さ

し
い
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

る
だ
け
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
か

ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、

「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
お
客
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
」と
は
に
か
み
な

が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
で
は
、
常
に
お
客
さ
ま
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
心
地
よ
く

寝
て
も
ら
え
る
よ
う
な
揺
れ
な
い

運
転
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

車
内
で
の
会
話
は
楽
し
い
雰
囲
気

に
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
や
さ
し
い
運
転
を
あ

り
が
と
う
ね
」「
お
し
ゃ
べ
り
し
て
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